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第 1 章 イン トロ ダク ショ ン 


「 指 輪 物語 第 一 巻 」 は 、J.H.RH. ト ー ル キン に よる 三 部 作 「 指 輸 物 語 」 に も と ずい て 作成 され た 
コン ピュ ー タ ー・ ロ ー ル プレ イン グ ・ ゲ ー ム で あり 、 三 部 作 の 第 一 作 目 で す 。 こ の マニ ュ ア ル で は 、 
ゲー ム の 背景 と ミド ル ・ ア ー ス (中 つ 国 ) に つい て 、 ざ っ と 解説 し て いま す 。 

私 た ち は 、 こ の マニ ュ ア ル を ふた つの 異な る 人 た ち 用 に 作り まし た 。 


較 も し あな た が トー ルキ ン の 本 を よく 知ら な いな ら ば … 


ドド ル ・ ・ ア ー ス に よう こそ を 。 す べ て の 言語 を 通し て 今 ま で に 書か れ た 幻想 文学 の 中 で 、 も っ と も 素晴らし い 
お 話し に あな た を お 連れ で きる 事 を 、 私 た ち は 誇 り に 思い ます 。 指 輪 物語 は 、 何 百 & い う 変 わっ た 名 前 、 
細部 に わた る 歴史 を 持っ た 極め て 複雑 な 物語 で あり 、 こ の 世界 に 慣れ 親しん で いな い 人 た ち を いと も 
だ た や すく 混乱 きせ て し まう 要素 を 多分 に 含ん で いま す 。 私 だ たち は 初め て の 方 々 を 念頭 に な いて 、 以 下 の 
4 小節 を 書き まし た 。 
(D 以前 に 何 が 起き だ た か 
(2) ホビ ッ ト 庄 
(3) ホビ ッ ト 庄 の 主 な 場所 
(4) ホビ ッ ト 庄 の 外 
以上 の 小節 を 読め ゆば 、 ホ ビッ ト の 目 か ら 見 た 世界 の 有り 様 が 分 か る で し ょ う 。 こ れ だ け で ゲー ム を 
始め る に は 充分 で す 。 新 し い 名 前 に 出会っ た ら 、 そ の 時 に モン スタ ー、 歴 史 、 辞 典 の 節 に 用 意 し た 、 よ り 
詳細 な 背景 説明 を 参照 し て 下さ い 。 も し 、 あ な た が この 世界 の 背景 に 興味 を 持っ た の な ら ば 、 ど う ぞ 、 
歴史 、 辞 典 の 節 を 拾い 読み し て いた だ いて か まい ませ ん 。 ま た だ 、J.R.R. ト ー ル キン の 原作 を お 読み に な 
る 事 を お 勧め し ます 


田 も し あな た が トー ルキ ン の 本 を よく ご ご存知 な ら ば … 

あな だ は 私 だ たち に と っ て 、 最 も 手 茂 し い 批評 家 に な る で し ょ う 。 こ の ゲー ム は か っ て 作ら 5 れ た 中 で 最大 の 
規模 の 物 で す が 、 を その 中 に 私 た ち は ミ ドル ・ ア ー ス の 全て の 場所 を はめ 込む こと は 出来 ませ ん で し た 。 
同時 に 、 私 た ち は ト ー ル キン の 世界 を ゲー ム の 中 に そっ くり その まま 複製 する 事 $ 好 み ま せ ん で し た 。 そ 
れ は 、 本 の 内 容 を 知っ て いる 方 に ヒ っ て は 、 ゲ ー ム が 簡単 に 解け る 事 に な る か ら 5 です 。 

あな だ は 、 ト ー ル キン の 叙事詩 的 ファ ンタ ジー に は 含ま れ て いな い 、 だ (さん の 出来 事 や 人 々 、 い 《 つ か 
の 脚色 を 見 つけ る で し ょ う 。 

私 た ち が こ うし た 理由 は 、 ト ー ル キン の 著作 を 改善 する た めで な 〈《($5 し そん な 事 を 言っ だ ら 、 私 たち は 極 
DTH CROC LED), 、 ト ー ル キン の 著作 を よく 〈 ご 存 知 の コン ピュ ー タ ー・ ユ ー ザ ー の 方 に 挑戦 す 
る だ めで すず 


ETU4t—OFE 

J.R.R. ト ー ル キン は 指輪 物語 三 部 作 を 、1938 年 か 61949 年 に か け て 書き まし た 。 当 時 の 社会 は 今 と 
は 異な っ て お り 、 い 〈 つ か の 物 に 対す る 社会 姿勢 は 、 現 代 社 会 の それ と は 異な っ て いま し た 。 最 も 有名 な 
物 と し て は 、 タ バ コ や 狼 が あげ られ ます 。 私 た ち は こ の ゲー ム の 中 に 、 ト ー ル キン の 精神 を 実現 し よう と し 
まし だ 。 そ の だ め ゲ ー ム は トー ルキ ン 風 の 姿勢 を 反映 し て いま す 

イプ 草 の 喫 煙 は 楽し い 娯楽 で あり 、 今 日 の 私 た ち が 知 っ て いる よう な 致命 的 な 悪癖 で は あり ませ 
ん 。 狼 は ヨー ロッ パパ の 民話 に ある よう に 害 を な す 殺 人 者 で あり 、 実 際 の 世界 で 私 た ち が 知 っ て いる よう 
に 知性 の ある 社会 的 な 動物 で は あり ませ ん 。 も し これ 6 の 事 が お 気 に き わっ だ た ら 、 こ の ゲー ム に は これ ら 
の 物 に つい て 我々 が よ 《 知 ら な か っ だ 時 代 の 空想 が 含ま れ て いる の だ と 考え て 下さ い 。 
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第 2 章 キャ ラク タ ・ タ イプ 


「 指 輪 物語 第 一 巻 」j に は 、2 つ の タイ プ の キャ ラク タ が 登場 し ます 。 

プ ァ レー ヤー・ キ ャ ラク タ ( 以 下 PC と 呼ぶ ) は 、 指 輪 の 仲間 た ち 、 指 輪 の 使命 に 関係 する キャ ラク タ た だ ち 
の グル ー プ で すず す 

ノン ・ ブ "レー ヤー・ キ ャ ラク タ ( 以 下 NPC と 呼ぶ ) は 、 指 輪 の 仲間 に は 属 る ない が 、 何 6 か の 関係 ( 物 の 
商い や 変換 、 会 話 、 戦 闘 、 時 に は その 3 つと も $) を 持つ 事 が 出来 る 者 た ち で す 

また 、「 指 輪 物語 」 で は 、 指 輪 の 仲間 に は いる PC を 、 水 久 の 仲間 た ちと 一 時 的 な 仲間 た ち に 分 け ま す 。 
永久 の 仲間 た ち は 、 指 輪 物語 3 部 作 を 通し て 旅 の 仲間 に な り ま す 。 フ ロ ド 、 サ ム 、 ビ ピン 、 メ リー、 ガ ンダ 
ルフ 、 ア ラ ゴ ル ン 、 レ ゴラス 、 ギ ムリ 、 ボ ロミ ア な ど で す 。 彼 ら 6 は 指輪 の 仲間 に 加わ り 、 ゲ ー ム の 間 中 、 促 
間 で に な っ て いま す 。 彼 ら は 、 旅 の 一 行か ら 離 れ だ たり 、 殺 る れ だ りす る か も し れ ま せん 。 し か し 、 使 命 を 放 
棄 す る こと は あり ませ ん 。 こ れ ら の キャ ラク タ た だ ち は 、「 二 つの 塔 」 や 「 王 の 帰還 」 等 の 、 こ の シリ ー ズ の 先 
の 方 の ゲー ム に 移る れ て い 〈《 で し ょ う 。 


一 時 的 な 仲間 た ち も 、 旅 の 仲間 に 加わ り は し ます が 、 指 輪 の 使命 に は 関心 を 持っ て な お ら 5 ず 、 代 わり に 自 
分 た な ち だ け の 目標 を 追い 求め て いま す 

彼ら の 行 〈 道 が 指輪 の 仲間 た ちの それ と 交差 し 、 お 互い に 助け 合う 事 も ある で し ょ う 。 し か し 、 彼 ら の 目 
的 が 達成 され だ り 、 指 輪 の 仲間 た ち が 彼 ら の 目標 か 6 遠く 離れ て きだ りす る と 、 い つか は 仲間 た だ ちの も 
と を 去り ます 。 た と えば 、 背 村 の ホビ ッ ト 、 フ レッ ド ・ サ ン デ ィ フ ッ ト が 彼 の 魔法 の ラン プ を 盗ん だ 泥棒 を 
探し て いる と し ます 。 指 輪 の 仲間 た ち が 彼 に 力 を 貸し て や る 事 に 同意 し た ら 、 彼 は 旅 の 仲間 に 加わ る で 
し ょ う 。 彼 が 自分 の ラン プ を 見 つけ た 時 、 仲 間 か ら 離 れ ま す 。 ま た 、 一 行 が 端 村 を 離れ よう と する と 、 フ レ 
ッ ド は 家 か ら 遠 くま で 旅 す る の は いや だ と 言っ て 、 自 分 か ら 仲 間 を 離れ て 行き ます (これ は あく まで 例 で 
す の で 、 フ レッ ド が 実際 は どう 行動 する か は 秘密 で す )。 

一 時 的 な 仲間 た ち は 、 こ の シリ ー ズ の 後 の ゲ ー ム に は 連れ て 行け な いで し ょ う 。 一 時 的 な 仲間 に は 、 足 
高 家 の タフ ィ ー、 ビ ル ボ 、 ケ レブ リス な ど が いま す , 


A. キ ャ ラク タ の 特徴 


指輪 物語 第 一 巻 の キャ ラク タ だ ち は 、 各 自 6 つ の 特性 値 を 持っ て いま す 。 こ れ ら は キャ ラク タ の 特徴 

と 考え られ 、 各 キャ ラク タ 固 有 の 能力 を 現し ます 。 特 性 値 は 以下 の 通り で 

e 機敏 さ 
これ は キャ ラク タ が 素早 〈 移 動 す る 能力 を 表し ます 。 こ れ は 、 戦 闘 時 に は 特に 重要 な 特性 で す 。 キ ャ 
ラク タ が どの 〈 ら 6 らい 素早 攻撃 で きる か 、 攻 撃 が どの 〈 ら い 正 確か 、 敵 の 攻撃 あど の 〈 ら い 身 軽 に か わ 
す 事 が で きる か に 影響 する か ら 6 で す 。 

@ 耐久 力 
耐久 力 は キャ ラク タ が どの くら いま で の 打撃 に 耐え を られ る か を 表し ます 。 魔 法 使い の 様 な 高い 耐久 力 
を 持つ キャ ラク タ は 、 大 量 の 負傷 に 耐え る 事 が 出来 ます 。 ホ ビッ ト の 様 な 低い 耐久 力 し か 持た な い 
キャ ラク タ は 、 わ ず か な 打撃 で 倒れ て し まう で し ょ 2 う 。 


e c: 857J 
生命 力 は 、 キ ャ ラク タ が 現在 どの 〈 ら い 元 気 か を 表し ます 。 生 命 力 の 最大 値 は 、 耐 久 力 の 値 と 同じ 
で す 。 戦 闘 中 に 生命 力 が ed に な っ た キャ ラク タ 々 は 、 意 識 不 明 に な る か 、 死 亡 す る で て しょう 。 
生命 力 が 0 に な っ た だ キャラ クタ は 、 死 に ます 。 指 輪 物語 で 死ん だ キャ ラク タ は は 、 生 き 返 る 事 は 出来 ま 
d db, 、 デ レー ヤー hr 
e 強 さ 
強 き は 、 キ ャ ラク タ が 重い 物 を 持ち 上 げ る 事 が 出来 る 能力 を 示し ます 。 ま た 強 る は 、 戦 闘 中 に キャ ラ 
FU - 与 える 事 が 出来 る ダメ ー ジ に も 関係 し ます 。 高 い 強 る の 値 を 持つ キャ ラク タ 
ょ 、 武 器 で た くる ん の ダメ ー ジ を 与え られ る の で す 
perc を は じき 飛ば し 、 相 手 に 攻撃 を 命中 る せる 助け に な る こと も あり ます 。 
e 幸運 度 
幸運 度 は 良い 事 に 出会える 度合 も あら わし ます 。 幸 運 度 は 見 る 事 の 出来 な い 特 性 で 、 生 き て いる 間 
に 良い 機会 に 恵まれ る 能力 で す 
高い 幸運 度 を 持つ キャ ラク タ は 、 低 い 幸 運 度 の キャ ラク タ よ り 、 戦 闘 中 に 攻撃 に くく な り ま す 。 
ホビ ッ ト は 幸運 な キャ ラク タ だ た だ ち で て TH 
e 意志 力 
意志 力 は 精神 的 な 頑 拓 き 、 決 断 力 を 表し ます 。 ま だ これ は 、「 一 つの 指輪 」 の 様 な 邪悪 な 力 を 持つ 
物 に 影響 る されない 能力 で も あり ます 。 ホ ビッ ト は 、 非 常に 高い 意志 力 を 持っ て いま す 。 
特性 値 の 増加 
キャ ラク タ の 特性 値 は 、 経 験 、 特 に ミド ル ・ ア ー ス の 様々 な 力 と 出会う 事 で 増加 し ます 。 キ ャ ラ 
クタ が 、 あ る クエ スト を 達成 し た り 、 強 さや 幸運 度 を 増加 ご せる 事物 と 出会っ た こき に 、 特 性 
値 は 増加 し ます 。 特 性 値 の 増加 は 自動 的 に 起き ます 


B.' 指 輪 物語 』 の 技能 


キャ ラク タ は 、 彼 個人 の 特性 値 ど だ け で 特徴 付け きれ る わけ で は あり ませ ん 。 し ば し ば 、 特 性 値 で 出来 
る 事 は 、 を の 数 を 数 を る だ け の こと が あり ます 。 


指輪 物語 の 技能 は 、3 つ の 種類 に 分 けら れ ま す 。 
選択 的 技能 、 戦 闘技 能 、 知 識 で す 
選択 的 技能 は 、 プ レー ヤー が 技能 コマ ンド を 選択 し 、 特 定 の 技能 を 使っ た と きだ け 働 きま す 。 戦 闘技 
能 は 、 戦 い の 際 の 助け り に な り ま す 
知識 は 、 あ る 場所 の 特別 な 知識 あや プレ ー ヤ ー に 与え ます 。 戦 闘技 能 と 知識 は 、 キ ャ ラク タ が それ を 持 
っ て いれ ば 有効 に な り ま す 。 技 能 コ マン ド で 選択 する 必要 は あり ませ ん 。 
画 選 択 的 技能 
e ボ ー ト 
この 技能 を 持っ た キャ ラク タ は 、 小 る さ な ボ ー ト か ら エ ルフ の 巨大 な 白鳥 の 船 ま び を 、 あ た か も 専門 
家 の よ うに 扱う 事 が 出来 まれ 





of 


e か らい ば り 
この 技能 で キャ ラク タ は 、 大 勢 の 人 々 の 意見 を 左右 する 事 が 出来 ます 。 群 衆 が 不 替 成 や 絶望 を 
現し て いる 時 、 こ の 技能 を 見 せ て 彼ら 6 を 元気 づけ る 事 が 出来 ます 。 
この 技能 は 、「 指 輪 物語 第 一 巻 」 で は 使う 事 は な いで し ょ う が 、 こ の シリ ー ズ の 後続 の 「 二 っ の 
塔 」 や 「 王 の 帰還 」 で は 、 そ の 役割 を 果たす で し ょ う 。 
e カリ スマ 
この 技能 は 「 か らい ば り 」 に 似 て いま す が 、 グ ルー プ よ り は 個人 に 働き か け ま す 。 な に か を する の を い 
や が る キャ ラク タ の 心 を 、 カ リス マ の 働き で 変え る 事 が 出来 ます 。 親 切 で 優し い 言葉 は 、 堅 く な な 心 を 
いや す の で す 
@ 山登り 
ミド ル ・ ア ー ス に は 、 険 し い 丘 や 山 が た くる ん あり ます ,。 
この 技能 を 使う 者 は 、 特 に 険しい 斜面 で な けれ ば 登り 下り が で き 、 一 緒 に 旅 を し て いる 者 た ち を 導い 
て いき ます 。 山 登り の 技能 は また 、 縦 穴 の 中 に 避 い 降り て い 〈 時 や 、 再 び よ じ 登っ て 〈 る 時 に も 使え ます 。 
e ワナ の 発見 
ダー ク ・ ロ ー ド (冥王 ) は 何 千 年 も の 問 に 、 多 く の 残 酷 な 仕掛 を 作り まし た 。 を その 中 に は 財宝 を 、 盗 江 
か ら 死 の ワナ で 守っ て いる 物 も あり ます 。 指 輪 の 仲間 た ち が 、 ワ ナ が 仕掛 けら れ て いる か も し れ な い 物 
(例え ば 箱 の よう な ) に 近づく 時 、 こ の 技能 は 危険 の 有無 を 知ら せ て くれ ます 
e 隠れ 
ミド ル ・ ア ー ス に は 多く 〈《 の 敵 が いま す 。 時 に は 、 慎 重 が 勇敢 より ふる わし いこ と も あり ます 。 こ の 技能 を 使 
えば 、 時 に は キャ ラク タ は 害 あ な を うと し て いる 者 か ら 隠 れる 事 が 出来 る で し ょ う 。 た だ し 、 野 外 で は は ほ 
と ん ど 効 果 は あり ませ ん 。 
e ジャ ンプ 
ミド ル ・ ア ー ス の 地下 深く に は 、 し ば し ば 大 き な 地 割れ が 見 つか り ま す 。 こ の 技能 を 使っ た キャ ラク タ 
は 、 こ れ ら の 地割れ を 通過 で き 、 パ パー ティ の 他 の メン バー を 導い て いく 事 が 出来 ます 。 
e Al 
鋭い 目 は 、 ミ ドル ・ ア ー ス の 多く 〈 の 謎 を 解き あか し 、 隠 れ た 物 を 見 つけ だ す 事 が 出来 ます 。 普 通 は 何 
ら か の 手がかり が 与え られ ます が 、 普 通 は な に か が そこ に ある と 知っ て いる の で な い 限 りこ の 技能 を ひ 
ん ば ぱん に 使う の は 、 賢 い 事 で は あり ませ ん 。 
e カギ 開け 
ミド ル ・ ア ー ス で は 、 人 々 は 貴重 品 を 安心 し て 放り 出し て いる わけ で は な 〈、 多く は カギ が 掛け られ て 
いま す 。 こ の 技能 は 、 特 に 精巧 びっ た り 、 魔 法 で 守ら れ て いな い 限 り 、 す べ て の カギ を 開け る 事 が 出 
X i3. 
e 読む 
ミド ル ・ ア ー ス に は 、 多く 〈 の 言語 と を の 方 言 、 派 生 語 が あり ます 。 こ の 技能 を 持つ キャ ラク タ は 、 た 〈 さ る 
ん の 言語 で か か れ た 碑文 や 書物 を 読む 事 が 出来 まる 
e ご っ そり 動く 
この 技能 を 持つ キャ ラク タ は パー ティ の 者 た ち に 危険 な 場所 を どの よう に 静か に こっ そり と 通る か を 
指図 出来 ます 。 
も 5 し あな だ た が オー ク を 見 つけ だ が 、 相 手 が ま だ あな だ た だ たち を 見 て いな い 時 、 普 通 こ っ そり と 行動 し て 、 
相手 を や り 過 ご す の が いい で し ょ 2 う 。 


My tA | 
戦闘 を 有利 に する た め の 能 力 は 非常 に 大 切 で す 。 武 益 を 使っ て いる 者 は 誰 で も 、( た だ し その 武 益 を 
安全 に 使い こなす だ け の 強 き を 持っ て いれ ば で す が ) 、 そ の 武器 の 技能 を 持っ て いれ ば 、 戦 闘 中 に 相 
手 に 攻撃 が 命中 し や す 〈 な り ま す 。 戦 闘技 能 は 以下 の 通り 9 です 
oF 
FET MET SIBI, MULE DS aT UO AIET 3. 
多く 〈 の ドワーフ が この 技能 を 持っ て いま する 
e 7 
FSC XO Simca soe» ML OT LARET 3. 
森 の 国 の エル フ た ち は 、 こ の 技能 を 持っ て いる 事 が 知ら れ て いま す 。 
@ ケ ンカ 
これ は 武器 を 持っ て いな い 戦 闘 の こと で す 。 ケ ンカ の し か ただ を 知っ て いる 者 は 、 武 凌 を 持っ て いな く 〈 て 
も 相手 に 打撃 を 与え を る %6 の が 上 手 で す 
e 攻撃 を か わす 
この 技能 を 持つ キャ ラク タ は 、 防 御 が 上 手 に な り ま す 。 
e £i 
剣 で 攻撃 する 時 に 、 敵 に 攻撃 が 命中 し や す 《 な る 技能 で す 。 
ミド ル ・ ア ー ス の 偉 ko 多く が この 技能 を 持っ て いま す 


画 知 識 

プレ ー ヤ ー が 意識 し て 使う 事 は 無い けれ ど 、 持 っ て いれ ば 価値 の ある 情報 が 得 られ る 技能 が あり ま 
す 。 こ の 技能 を 「 知 識 」 と 呼び ます 。 l ーー 
それ が 使え る 場所 に キャ ラク タ が 来る と 、 知 識 の 技能 は 働き ます 。 た と えば 、 ヌ ー メ ノル 人 の 知識 を 持つ 
キャ ラク タ は 、 ヌ ー メ ノル 人 が 造っ た 町 の 廃 廣 に 入る と 、 パ ー テ ィ の 他 の 者 に 廃虚 に つい て 何 か 話 し て 
くれ ます 。 こ れ は 自動 的 に 働き 、 プ レー ヤー が 積極 的 に 使 む うと し て も 意味 は あり ませ ん 。 


「 指 輪 物語 第 一 巻 」 で は 主 に 次 の 知識 が あり ます 。 

ホビ ッ ト の 知識 

エル フ の 知識 

ドワーフ の 知識 

ォ ー ク の 知識 

野伏 の 知識 

ヌー メ ノ ル 人 の 知識 

楽 草 の 知識 

魔法 使い の 知識 

ダー クロ ロード の 知識 





o 


田 新 た な 技能 の 入手 

指輪 物語 で 技能 を 手 に いれ る に は 、 以 下 の 2 つ の 方 法 が あり ます 。 

(1) も っ と も 簡単 な 方 法 は 、 技 能 を 教え て くれ る 専門 家 の い る 場所 を 見 つけ だ す 事 で す 。 コ マン ド ・ ウ ィ 
ンド ツウ で 入手 コマ ンド を 選択 する と 、 技 能 の リス ト が 出 て きま す 。 
を の 後 で 、 学 ば せ た い 者 に その 技能 を 与え て 下さ い 。 

(2) キ ャ ラク タ が 突然 、 技 能 を 手 に 入れ る 事 が 出来 る 場所 も あり ます 。 そ の 場所 が 、 魔 法 に 満ち た 場所 
な ど で は 、 キ ャ ラク タ は 情報 を 得 ま す 。 こ の よう な 場所 は まれ で 、 し ば し ば 犠牲 を 伴い ます 。 新 た な 技 
且 を 誰か が 得 だ と 思っ だ た ら 5、 キ ャ ラク タ の 技能 の リス ト を 調べ て 下さ い 。 


C. x 
ミド ル ・ ア ー ス の 魔法 
ミド ル ・ ア ー ス で は 魔法 は 極め て 珍し い 物 で す 。 ミ ドル ・ ア ー ス の 住民 の 多く は 、 生 涯 一 度 も 魔法 が か 
けら れる の を 見 る 事 は あり ませ ん 。 
魔法 を 唱え る 際 の 規則 は 以下 の 通り で す 。 


魔法 は 、 白 魔法 と 黒 魔法 に 分 けら れ ま す 。 白 の 会 議 を 構成 する 5 人 の 魔法 使い が 、 碧 魔法 を 使い ま 
す 。5 人 と は 、 サ ルー マン 、 ガ ンダ ルフ 、 ラ ダ ガスト 、 こ の 語 に は で て こない 2 人 で す 。 自 魔法 の それ ぞ れ 
の 法則 は 、 ガ ラド リエ ル や エル ロン ド の よう な 力 の ある エル フ だ た ち に よっ て 決め られ まし だ た 。 ヌ メ ノ ー ル 
人 の 子 老 は 時 々 、 古 代 の マジ ッ ク ・ ア イ テ ム を 使い は す 。 パ ラン ティ ア 、 エ レン ディ ル の 見 る 石 は 、 人 間 
に よっ て 使わ れ だ マジ ッ ク ・ ア イ テ ム の 例 で す 。 

注 : これ ら の アイ テム は 、 こ の シリ ー ズ の 2 作 目 以降 に な る まで 現れ な いで し ょ う 。 


白魔 法 は 唱え た 者 か ら 、 生 命 力 の 消費 いう 形 で 代償 を 取り ます 。 

各 呪 文 は 、1 一 4 ポイ ント の 生命 力 を 消費 し ます 。 呪 文 を 唱え た 結果 、 キ ャ ラク タ の 生命 力 が 意識 不明 
に な る は ほど 低 〈 な る 場合 、 呪 文 は 失敗 し 、 効 果 を 現し ませ ん 。 知 られ て いる 白魔 法 の リス ト は 、 後 述 し ます 。 
白魔 法 は 、 ヴ ァ ラ ー ル の 祝福 と 認可 の 下 に 唱え られ ます 。 魔 法 使い は 、 権 威 の 象徴 と し て 、 ヴ ァ ラ ー ル 
か ら 与 えら れ た だ た 杖 を 持っ て いま する 


一 方 、 黒 魔法 は 暗黒 の 帝王 メル コー ル に 由来 する 邪悪 な 魔法 で す 

力 を 増 そ うと 唱え る 場合 で きえ 、 実 際 は キャ スタ ー の 魂 を 腐敗 きせ て いき ます 。 黒 魔法 は 特に 、 指 輪 の 
幽 鬼 と 彼ら の 弟子 、 邪 悪 な 魔法 使い に よっ て 使わ れ ま す 。 黒 魔法 は 特に 、 人 間 に よ っ て 使わ れ ま す が 、 
ガン ダル フ は オー ク だ ちゃ 黒 魔法 を 学び 、 使 う 事 が ある と ほのめかし て いま 


一 日 に いえ ば 、 魔 法 は 弱く 、 当 て に な ら 6 ず 、 危 険 び で る を あり ます 。 

魔法 使い で さえ ぇ 、 戦 闘 中 に は 呪文 より 剣 を 使う と し ます 。 最 も 賢い 魔法 使い どけ が 、 絶 対 必要 な と き 
だ けり け 、 魔 法 の 力 を 借り ます 

この こと を 念頭 に 置い た 上 で 、「 指 輸 物 語 第 一 巻 」 の 主 な 魔法 を 見 て 下さ い 。 


@ 冬 の 冷気 
この 攻撃 呪文 は 、 赤 角 口 の 雪 嵐 の よう に 激しい 寒さ を 相手 の 周り に 作り 出し ます 。 こ の 呪文 を 日 の 
魔法 使い た ち が 使 う 事 は 減 多 に あり ませ ん 。 と いう の は 、 北 方 の 冬 の 凍てつい た 国 が 、 か っ て ダー 
ク ・ ロ ー ド の 領土 で あっ た こと が ある か ら で す 。 

e 火 の 指 
この 攻撃 呪文 は 、 物 を 焼き 焦がす 白い 火炎 の 噴射 を 作り 出し ます 。 
この 呪文 は 灰色 の ガン ダル フ が 使う 事 で 知ら れ て いま す 。 し か し 、 彼 と て 魔法 を 公然 と 使う 機会 は 
滅多 に あり ませ ん 。 

e 破砕 の つる 
この 攻撃 呪文 は 、 石 や 地面 か ら つ る を 延ばし 、 相 手 を 押し つぶ し ます 。 ま だ この 呪文 は 、 逃 げ よ うと す 
る 敵 を 捕まえ る 事 も で きま す 。 し か し この 使い 方 は 、 必 ず し も 成功 する 保証 は あり ませ ん 。 こ の 魔法 は 、 
茶色 の 魔法 使い ラダ ガス ト が 好む 魔法 で す 

e I BE 
ミド ル ・ ア ー ス に は 、 魔 法 の 力 の 影響 下 に あり 、 魔 法 に 満ち た 場所 が だ た 〈《 る ん あり ます 。 例 えば 、 魔 法 
に よっ て 閉じ られ て いる 扉 が あり ます 。 こ れ ら の 魔法 の 力 を 消し 去る に は 、 普 通 は 反 魔 法 の 呪文 を 使 
いま す 。 し か し 、 か けら れ て いる 魔法 が あま り に 強い だ ため 、 反 魔法 の 呪文 が 効果 が な い 事 も あり ます 。 
この 呪文 が どん な 場合 に も 働く と 期待 し な いで 下さ い 。 

e カギ 開け 
この 呪文 は 、 普 通 の カギ に 働き ます 。 カ ギ 開 け の 技能 を 使う より 、 確 実 び と 思わ れる 事 も あり ます 。 し 
か し 、 ミ ドル ・ ア ー ス の い 〈《 つ か の カギ 、 特 に ドワーフ が 作っ た よう な 物 は 、 カ ギ 開 け の 呪文 で も 開け る 
事 は 出来 ませ ん 。 

e 灯火 
ミド ル ・ ア ー ス に は 多く の 吐い 場所 が あり ます 。 灯 火 の 呪 文 は 、 ミ ドル ・ ア ー ス の 真っ 暗 な 場所 で 、 闇 
を 払い 、 明 か り を も だ ら す 、 魔 法 使い が 最も 好む 方 法 で す 

e 動物 と の 会 話 
ミド ル ・ ア ー ス に は 、 多く の 鳥 や 獣 が お り 、 時 々 彼ら か ら 価 値 あ る 情報 や 助言 を も ら ぇ る 事 が あり ます 。 
動物 達 と 話す この 呪文 は 、 し ば し ば 長 〈 く 有益 な 談話 を する 事 に な る で し ょ 2 う 。 

@ 治し の 手 
この 呪文 は 指輪 の 仲間 全体 が 受け た ダメ ー ジ の 幾つ か を 治し 、 強 る や 活力 を 取り 戻さ きせ ます 。 


田 新 し い 呪文 を 手 に 入れ る 
呪文 は 、 魔 法 使い の 専門 分 野 で あり 、 新 し い 呪文 は 魔法 使い か 、 ヴ ァ ラ ー ル や サウ ロン の よう な 、 魔 法 
使い より 強力 な 者 か 6 学ぶ こと が で きま す 。 こ の た め 、 新 し い 呪 文 を 学ぶ の は 、 全 く の と ころ 不可 能 で す 





画 力 ある 言葉 

魔法 の 呪文 は 、 白 魔法 で も 黒 魔法 で も 、 就 練 し た 魔法 使い に よっ て の み 唱 えら れる で し ょ う 。 し か し 、 も う 
ー つ の タイ プ の 魔法 が あり 、 こ れ は それ を 知っ て いる 者 は 誰 で も 使う 事 が 出来 ます 。 こ れ を 、「 力 ある 言 
葉 」 と 呼び ます 。 

力 あ る 言葉 は 、 ミ ドル ・ ア ー ス の 偉大 な 力 を 呼び 出す た だめ に 使わ れ ま す 。 も し 、 あ る 者 が 大 河 の た だ 中 
を 航行 中 で 、 船 が 今にも 沈み を うな | 時 に 、! ウ ル モ を 唱え る と 、 海 の ヴァ ラ 、 ウ ル モ が 現れ 、 船 を 破壊 か ら 
救っ て て れる で し ょ 2 う 。 


力 あ る 言葉 は 、 呼 び 出す 力 の 偉大 る を 認め る だ め 、 必 ず ! で 始ま り ま す 。「 指 輪 物語 第 一 巻 」 の 力 あ 
る 言葉 の 代表 的 な も の は 、 以 下 の 通 り で す 。 

「 エ エル ベレ ス 

リレー シ エ ン 

! ア ング マル 

! オ ロメ 

ET ny 

! メ リア ン 


1「 ヘ ルプ" ヘル プ " 


これ ら の 言葉 を 、 あ る 時 、 場 所 で 唱え る と 、 大 き な 皿 恵 や 受け る で し ょ う 。 間 違っ た 時 や 場所 で 使っ て も 、 
何 も 起 きま せん 。 
呪文 と 異な り 、 力 ある 言葉 は 一 度 正しい 使い 方 を する と 、 呪 文 の リス ト か ら な く な り ま す 。 


力 あ る 言葉 は 、 正 し い 状 況 に な れ ば 、 自 動 的 に 覚え られ ます 。 

リー ダー、 あ る い は 指輪 の 仲間 全員 が 、 を その 言葉 を 覚え 、 魔 法 の リス ト に 加え ます 。 時 々 、 魔 法 の リス ト 
を 調べ て 下さ い 。 

何 を 覚え を た か が わか っ だ ら 6、 び っ くり 0 する で し ょ う 。 


ゲー ム の 最初 に 出 て (る 、 指 輪 の 仲間 に 加わ り を うな 全 キ ャ ラク タ は 、! ヘ ルプ ヘル プ を 持っ て いま す 。 
この 何 に で も 使え そう な 言葉 は 、 大 き な ト ラブ ル に 巻き 込ま れ た 時 に 使え を ます 。 し か し 、 ど の よう な 
状況 で この 言葉 を 使わ な けれ ば な ら な いか を 見 つけ だ す の は 、 あ な た だ の 義務 で す 。 


第 3 茸 コマ ンド 


A. ゲ ー ム の 開始 

ゲー ム を 始め る 方 法 は 、 マ ニュ アル と は 別に な っ て いま す 。 各 機種 別 の 説明 書 を お 読み 下さ い 。 

ゲー ム が 始ま っ て 、 し ば 6 くし ます と 、 タ イト ル 画 面 が 出 ます 。 

この 画面 で 「1. 新 し く ゲ ー ム を 始め る 」、「P. セ ー ブ プ し た と ころ か ら 始 め る 』 の いずれ か が 選択 で きま す 

@ 新しく ゲー ム を 始め る 
財 険 を 始め る まで の 背景 を 説明 する アニ メー ショ ン が 始ま り ま す 。 メ ッ セ ー ジ が 出 て 止ま り ま す の で 、 
次 の メッ モー ジ あ る い は 画面 を 見 る た め に は 、 リ ター ン ・ キ ー、 ス ペー ス ・ キ ー あ る い は マウ ス の 左 ボ 
タン を を クリック グ し て 下さ い 。 
ESC キ ー あ る い は マウ ス の 右 ボ タン を 押し ます と アニ メー ショ ン 全 体 が 飛ば る れ ま す 。 し か し 、 重 妥 な 
情報 が 伝え を られ る こと が あり ます の で 、 一 度 は 全部 を 見 て 下さ い 。 

e セー ブ し た と ころ か ら 始 め る 。 
以前 セー ブ し た 2 ヵ所 の いずれ か か ら ゲ ー ム を 再開 で きま す 。 


BB. 移 動 中 の コマ ンド 


マウ ス ・ カ ー ソ ル を 画面 内 に 持っ て い 〈 と 、 カ ー ソ ル が 進め る 向 


き を 示す 形 ( 右 図 ) に 変わ り ま す 。 t 
この と き に マウ ス の 左 ボ タン を 押す と 、 を その と き の カ ー ソ ル の 示 

す 向 き に 進め ます 。 $e = 
マウ ス ・ ボ タン を 押し 続け る と 還 続 し て 移動 が 出来 ます 。 上 


キー ボー ド で は 、 右 図 の 矢印 キー を 押す と 移動 が 出来 ます 。 
移動 コマ ンド は リー ダー を 操作 し ます 。 パ パーティ の 他 の メン バ 
ー は 自動 的 に リー ダー の あと に つい て いき ます 。 








じ . コ マン ド ・ ウ ィ ン ド ウ 

コマ ンド ・ ウ ィ ン ド ツウ を 開く ため に は 、 スペ ー ス ・ バ ー を 押す か マウ ス の 右 ボ タン を クリ ッ ク し て 下 き い 。 こ 
2 する と 、 ス クリ ー ン の 下部 に 、 コ マン ド ・ ウ ィ ン ド ウ が 出 て きま す 。 コ マン ド ・ ウィ ンド ウツ ウ に は 、 現 在 見 て いる 
キャ ラク タ の 衣 が 出 て いま す 。 顔 の 圧 に ある 棒グラフ は 、 生 命 力 と 布 久 力 の 比 を 胡 わ し ます 。 棒 グラ フ 
が 短く な っ て 黄色 や 赤色 に な っ て きた ら 、 生命 力 が 少な がく な っ て きた こと を 示し ます の で 、 食料 ・ 薬 な ど で 
中 し て 下さ きい 。 コ マン ド ・ ウ ィ ン ド ウ の コマ ンド は 以下 の 通り で す 。 


コマ ンド ・ ウ ィ ン ド ウ 
A 攻撃 V 表示 
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1) 攻撃 コマ ンド 
この コマ ンド は 、 剣 で 表 さ る れ ま す 。 戦 闘 中 に 攻撃 コマ ンド を 選択 する と 、 装備 し て いる 武器 で 敵 を 攻 
撃 し ます 。 た だ し 、 必 ず し ぁ ゅ 戦闘 中 だ け 使 を える と は 限り ませ ん 。 
g) 表示 コマ ンド 
この コマ ンド は スク ロー ル で 表 き る れ ま す 。 そ の 時 画面 に 出 て いる キャ ラク タ の 特性 値 を 表示 し ます 。 
まだ た 、 パ ー テ ィ 全 体 が 持っ て いる お 金 、 シ ル バ ー の 総計 を 表示 し ます 。 
3) 入手 コマ ンド 
この コマ ンド は 、 ボ ー ル を 拾う 生 で 表 る きれ ます 。 こ れ に は 、3 つ の 機能 が あり ます 。 
1) ゲー ム み 人 胡 上 で ププ レー ヤー が 見 つけ た 財宝 を 拾う 
2) 商人 か ら 6 アイテム を 買う 
3) BA THAT RIDE TSA GD OF ER MD 
4) アイ テム コマ ンド 
この コマ ンド は 、 ボ ー ル を 握る 陸 で 表 さ る れ ま す 。 ア イ テ ム を 使う 、 渡 す 、 捨 て る が 出来 ます 。 ま た この コ 
マン ド で 、 プ レー ヤー は キャ ラク タ の アイ テム の 一 覧 を 見 る 事 が 出来 ます 。 


5) 技 能 コ マン ド 
この コマ ンド は 、 学 者 の 帽子 で 表 き され ます 。 何 ら か の 状況 で 、 キ ャ ラク タ は 「 カ ギ を 開け る 」 や 、「 山 
次 り 」 な ど 技 能 を 使う 必要 が 出 て きま す 。 こ の コマ ンド で 、 キ ャ ラク タ の 技能 を 使う 事 が 出来 ます 。 こ 
の コマ ンド で は 、 最 初 は リー ダー の 技能 が 表示 され ます 。 ほ か の キャ ラク タ の 技能 を 使う た め に は 、 
キャ ラク タ 選 択 の コマ ンド クリ ッ ク し 、 キ ャ ラク タ を 選択 し て 下さ い 。 各 キャ ラク タ は 異な る 技能 を 持 
っ て いま す 。 
この だ た め パ ー テ ィ は チー ム を 組ん で 行動 すべ き で す 。 

5) 魔法 コマ ンド 

この コマ ンド は 、 魔 法 の 杖 で 表 き る れ ます 。 こ の コマ ンド で 、 呪 文 お よび 力 あ る 言葉 を 只 え る 事 が 出来 

ます 。 も し キャ ラク タ が 力 あ る 言葉 や 呪文 を 持っ て いな いと 、 こ の コマ ンド は 実行 で きま せん 。 
力 ある 言葉 は 、 使 える 場所 が 限ら 5 られ て いま す 。 

7) 会 話 コ マン ド 
この コマ ンド は 、 会 話 の 吹き 出し で 表 き れ ま す 。 画 面 上 で 出会っ た 何ら か の 生き 物 と 会 庄や する 事 
が 出来 ます 
以下 の サザ フン ・ メ ミニ ュー が 出 ま まあ 
 ) 仲間 に 誘う 
生き 物 や キャ ラク タ を パー テイ に 入ら な いか と 誘い ます 。 
D ) 仲間 か ら は ず す 
同時 に 指輪 の 仲間 に 入れ る の は 、 最 大 10 人 で す 。 
新しい キャ ラク タ の た め に 、 パ ー テ ィ に 空き を 作ろ う と 思っ た ら 、 こ の コマ ンド で 誰か 外し て 下さ い 。 
C ) 話す 
ミド ル ・ ア ー ス て は 、 ょ 、 会 話 を 楽し む 事 が 出 来る た くる さん の キャ ラク タ に 出会う て し まう 。 
eae 会 話 が 始ま り ま も た だ し 、 充 分 近く に いな いと 話す こと は で きま せん 。 
サブ ・ メ ニュ ー に 「 質 問 (Q) 」 が 出 て きた と き は 、 何 か 特定 の 事 に つい て 話す 事 が 出来 ます 。 
た と えば 、 ホ ビッ ト 庄 で oe る 事 に つい て 何 か も っ と 知り だ いな ら ば 、 出 会 っ た ホビ ッ ト に 「 ニ ュー 
ス 」 と 聞い て 下 き い 。 時 に は 、 最 初 に 出 て きた メッ セー ジ が 、 さ 6 に 質問 する 事 に つい て の 手がかり を 
訪 を て くれ る こと が あり ます 。 ま た 、 何 か 聞か れ た 時 の 答え に 使う こと も で きま す 。 
質問 で 使う 言葉 の 例 を 付録 に の せ て お きま し た の で 参考 に し て 下さ い 。 

6) リー ダー・ コ マン ド 
この コマ ンド は 、 人 間 の ピラ ミッ ド で 表 さ きれ ます 。「 指 輪 物語 第 一 巻 」 で は 、 し ば し ば リー ダー が 主 
導 権 を 握り 、 多 く (の 出会っ た 者 た ち も 5 リーダ ー の 特性 値 を 見 て 出 方 を 決め ます 。 
この コマ ンド を 使っ て 、 適 当 と 思わ れる リー ダー を 選ん で 下さ い 。 

9) キ ャ ラク タタ 選択 ゴマ ンド 
この コマ ンド は 反対 を 向い て いる 二 人 の 人 間 で 表 る れ ま す 。 
パー ティ の 他 の メン バー の 技能 や 特性 値 を 使っ た り 見 た りす る 時 は 、 こ の コマ ンド を 使っ て 下さい 。 
パー ティ の 全員 の 名 前 の メニ ュー が 出 て きま す 。 選 び だ た い メ ン バ ー の 名 前 を クリ ッ ク し て 下さ い 。 る 

後 で 、 技 能 の コマ ンド 、 表 示 コ マン ド や 、 呪 文 コ ママ ンド を 使っ て くだ さい 。 


10) オ プシ ョ ン ・ コ マン ド 

ォ プ ショ ン ・ コ マン ド で は 、 以 下 の 操 作 が 出来 ます 。 

e ロー ド 
以前 、 モ セー ブ し た 所 か ら 5 ゲー ム を 再開 し ます 。 

etz—7 
現在 の ゲー ム の 状態 を セー プ し ます 。 
セー ブ は 2 個 ま で で きま す 。 以 前 、 モ セー ブ し て ある と ころ に セー ブ す る と 、 以 前 の ダー タ は 消 を て し 
Soc. 
この ゲー ム は 、 か な り の 頻度 で キャ ラク タ は 死に ます 。 
こま め に モー ブ し て お いた だ ほ うがい いで し ょ う 。 

e ゲー ム を 一 時 停止 
何 も キ ー 操 作 を し て いな い 場 合 、 じ っ と 立ち 止ま っ て いる 場合 で も 、 ゲ ー ム 中 の 時 間 は 流れ て いま す 。 
パソ コン の 前 か ら 離 れる 場合 は 、 ゲ ー ム を 一 時 停止 し て お いた は ほう が いい でしょ う 。 


e ゲー ム の 終了 
ゲー ム を 終了 了 し ます 。 も う 一 度 、 い いか どう か 尋ね て きま す の で 、 ゲ ー ム を 終了 する な ら 、Y を 入力 
LC ドド きい 。 


コマ ンド ・ ウ ィ ン ド ツウ の 各 コ マン ド で 表示 され る メニ ュー の 、 各 項目 は マウ ス で も キー ボー ド で も 
選択 する こと が で きま す 。 

マツ ウス の 場合 は 、 選 び だ た い 行 の 上 に カー ソル を 持っ て 行っ て 、 左 ボタ ン を 押し て 下る い 。 キ ー ボ 
ー ド の 場合 は 、 行 の 先頭 の 数 字 を 押し て 下さ い 。 

選択 を し だ たく な い 場 合 、 マ ウス は 右 ボ タン 、 キ ー ボ ー ド は ESC キ ー を 押し て 下さ い 。 





BAe 戦闘 


指輪 物語 の 戦闘 は 、 画 面 内 を キャ ラク タ を 動か し て 行い ます 。 敵 が 現れ だ 時 、 キ ャ ラク タ は 、 戦 うか 、 
逃げ る か を まず 考え て 下さ い 。 

戦う な ら ば 、 画 面 内 の キャ ラク タ を 英 の 近く まで 動か し 、 攻 撃 コ マン ド を 選択 し て 下 き い 。 弓 の よう に 身 
程 距離 の ある 武器 を 持っ て いる な ら ば 、 近 寄ら な いで も 、 攻 撃 コ マン ド を 選べ ば 発射 で きま す 。 
逃げ る と き は 、 単 に キャ ラク タ を スク リー ン の 外 に 移動 きせ て 下さ い 。 

敵 に よっ て は 、 あ な た の キャ ラク タ た だ たち を 、 ス クリ ー ン の 外 に 逃 が る な いこ と も あり ます 。 指 輪 の 幽 鬼 ( ナ ズ 
グル ) は 、 ほ と ん どの 戦闘 で あな だ の キャ ラク タ を 逃がし て 〈 れ ませ ん 。 


キャ ラク タ は 、 戦 闘 時 に も いろ いろ な 行動 を と れ ま す 。 ア イ テ ム の 使用 や 譲渡 、 呪 文 や 力 あ る 言葉 の 使 
用 SH KET. 
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F (トロ ウル の よう な ) と 戦う と き 、 何 度 も 攻撃 で きる こと が あり ます 。 


戦闘 で は 、 キ ャ ラク タ は 生命 力 に ダメ ー ジ を 受け ます 。 生 命 力 が 1 か 655 ポイ ント に 沙 ち た ら 、 キ ャ ラク タ 
は 意識 不明 に な り ま す 。 

意識 不明 の キャ ラク タ の 生命 力 は 戦闘 中 に 落ち て いき ます 。 戦 闘 が 長 引 け ば 、 キ ャ ラク タ は 死ん で し 
まう で し ょ う 。 戦 闘 が 終わ れ ば 、 意 識 不 明 だ っ た キャ ラク タ は 6 ポイ ント の 生命 力 を 持っ て 、 意 識 を 回 復 
LiT. 

戦闘 で (逃げ た り し て ) 見 捨て られ た 意識 不明 の キャ ラク タ は 死ぬ こと に な り ま す 。 
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BOR アイ テム 


ass 
ミド ル ・ ア ー ス は 危険 所 で す 。 武 器 を 使っ て 倒 き な けれ ば な ら な い 敵 が た 〈 る ん いま す 。 下 は 指輪 
の 仲間 だ たち が 使う こと に な る と 思わ れる 武 益 で す 。 も ちろ ん これ だ け で は あり ませ ん が 。 


武器 ダメ ー ジ im PR 最小 強 さ 
短剣 1d6 良 0 
fil 1d8 B 16 
杖 1d6 良 7 QE) : 1d6 と は 、 
i 1d10 普通 20 6 面体 サイ コロ を 
CARES 1d6 普通 8 振っ て 出 た だ 目 の 
= 1d8 普通 7 値 を 意味 し ます 。 
だ いま っ 1d6 普通 0 
信吾 項目 の 説明 
@ ダメ ー ジ 
その 武器 を 使っ た と き 、 生 命 力 に 与え る 事 が 出来 る ダメ ー ジ の 量 で す 
om Phy 
い 〈 つ か の 武器 は 使い や すく 、 正 確 に 攻撃 で きま す 。 剣 、 短 剣 、 杖 な ど は 他 の 武器 より 効果 的 に 敵 を 
攻撃 で きま す 
e 最小 強 さ 


い 〈 つ か の 武器 は 他 の 物 よ り 使う 2 の が 難し く な っ て いま す 。 
その 武器 に 必要 な 最小 の 強 る を 持っ て いな い キ ャ ラク タ は 、 そ の 武 益 を 装備 で きま せん 。 ホ ビッ ト は 
低い 強 る し か 持っ て いな いた だ め 、 普 通 は 戦闘 で 剣 を 使う 事 は 出来 ませ ん 。 
e 短 語 
短い 刃 を 持つ 大 きめ の ナイ フ の よう な も の で す 。 接 近 戦 で ホビ ッ ト が 好 ん で 使う 武 益 で す 。 
e &J 
ミド ル ・ ア ー ス の エル フ や 人 間 た ち が 長 い 間 使っ て きた 長い 刃 を 持つ 武器 で す 。 
eti 
長く 太い 木 の 棒 で す 。 魔 法 使い が 使い は ます 。 し か し 、 ガ ンダ ルフ は 彼 の 魔法 の 剣 、 グ ラム ドリ ング を 
使う 事 を 好み ます 。 
また 魔法 使い の 杖 は 、 ゲ ー ム の 後 の 方 で 論じ られ る 特殊 な 性 質 を 帯び て いま す 。 
e 療 
ドワーフ の 好む 武器 で す 。 佐 は 剣 ほ ど 正 確 で は あり ませ ん が 、 大 き な ダ メー ジ を 与え る 事 が 出来 まれ 
echt 
トロ ウル が 使う 太い 木 の 棒 で す 


es _ 
森 の エル フ が 好 ん で 使う 武器 で す 。 弓 は 矢 を 遠く まで 飛ば すこ と が で きま す 。 ゲ ー ム 上 で は 、 戦 闘 
後に 矢 を 拾い 戻す 事 は あり ませ ん 。 こ の た め 、 使 っ た 矢 の 本 数 を 正確 に 把握 し 続け る 必要 は あり ま 
せん 。 
e た いま つ 
並 通 は 、 暗 い 場所 で の 光源 と し て 使わ れ ま す が 、 他 に 何 $ 持 っ て いな けれ ば 、 武 器 と し て も 使え ます 。 
アン デュ リル や つら ぬき 丸 な ど 、 ゲ ー ム 中 に 出 て くる 魔法 の 武器 は 、 他 の 武器 より 高い ダメ ー ジ 値 と 命 
中 度 を 持っ て いま す 。 


Miz 

戦闘 に 巻き 込ま れる な ら ば 、 普 通 は 鎧 を 身 に つけ て お なく 〈 の が 良い 考え で す 。 

「 指 輪 物語 第 一 巻 」 で 、 指 輪 の 仲間 た ち が 出 会 う 鎧 に は 4 つの タイ プ が あり ます 。 鎧 は 敵 の 攻撃 か 
ら 6 受け る ダメ ー ジ を 減ら し ます 。 し か し 重い 鎧 は キャ ラク タ の 動き を 妨げ 、 結 果 と し て 敵 の 攻撃 が すこ し 
当たり や すく な り ま す 。 

盾 は ダメ ー ジ を 減ら し は し ませ ん が 、 攻 撃 が 当たり 難 〈《 す る 事 で 指輪 の 仲間 の 防御 能力 を 増す 事 が 
出来 ます 。 


pid 防ぐ ダメ ー ジ 防御 能力 へ の 影響 
布製 1 な し 

Be te 2 すこ し 損なわ れる 

SR Be 5 損なわ れる 

ミス リル 製 5 な し 

人 @ 吾 項 目 の 説明 

@ 防ぐ ダメ ー ジ 


生命 力 へ 受け る ダメ ー ジ の うち 、 鎧 に よっ て 防げ る ポイ ント 数 で す 。 例 えば 、5 ポ イン ト の ダメ ー ジ を 
防ぐ ミス リル の 鎧 を 着 て いる キャ ラク タ が 9 ポイ ント の ダメ ー ジ の 攻撃 を 受け た と する と 、 生 命 力 に は 4 
(9 一 5) ポイ ント の ダメ ー ジ に な り ま す 。 

e 防御 能力 へ の 影響 
これ は キャ ラク タ の 防御 能力 へ 鎧 が 与え る 影響 で す 。 
皮 の 鎧 は 少し 防御 能力 を 減ら し ます 。 
まだ た 鎮 か た びら は か な り 5 の 影響 を 及 ぼ し ます が 、 防 げ る ダメ ー ジ は か な り の も の で す 。 


© 布製 
この タイ プ の 鎧 は 、 攻 撃 の ダメ ー ジ を あま り 防 いで くれ な い 単 に 重い 衣服 で し か あり ませ ん 。 
e BUR 
この タイ プ の 鎧 は 、 胴 着 の よう に 着 て 、 攻 撃 の ダメ ー ジ を 防い で くれ る 厚い 皮 で で き て いま す 。 
e 銀製 
この 鎧 は 鎖 か た びら で 、 皮 で 裏打ち し た か な り 5 良く で きた だ 物 で す 。 防 御 力 は か な りあ り ま す が 、 戦 闘 
中 の 移動 は 妨げ られ ます 。 
e ミス リル 製 
最良 の ドワーフ の 鎧 で す 。 軽 〈 頑 電 に 出来 て いま す 。 
ミド ル ・ ア ー ス で た だ 一 カ所 、 モ リア の ドワーフ の 鉱山 か ら の み 産 出さ れる 金属 鉱石 か ら 作 られ ます 。 
EEZ NAF 
武 益 や 鎧 は 、 ミ ドル ・ ア ー ス で は ほん の 一 提 り の 場所 で し か 売っ て いま せん 。 ホ ビッ ト 庄 の 住人 た ち は 、 
武 益 ( 特 に 号 の よう な ) の 使い 方 は 知っ て いま す が 、 売 っ た り 人 に や っ た り は し ませ ん 。 武 器 屋 を 見 つけ 
ょ うと し て も る 無駄 で す 。 唯 一 、 武 副 は ロー ハン の 北 に 売っ て いる こと が 知ら れ て いま すし 、 鎧 は 皆 村 の 鍛 
富屋 で 売っ て いま す , 
この た め 、 武 融 ゃ 鎧 を 手 に 入れ る の は 、 宝 の 貯蔵 場所 で みつ ける の が も っ と ふ $ 簡 単 で す 。 塚 山 に は 魔 
法 の 武 閉 が 埋まっ て いる と いう 噂 が あり ます 。 し か し 、 塚 山 は と て も 危険 な 場所 で す 


日 . 魔 法 の アイ テム 
ミド ル ・ ア ー ス に は 魔法 の アイ テム が だ た 〈《 る ん あり ます 。 し か し 、 そ れ ら の 力も 所 在 も 謎 の まま で す 。 以 下 
に 、 存 在 と 、 持 っ て いる 力 の 知ら れ て いる いく 〈 つ か の アイ テム を 説明 し て お きま す 。 


ゅ 一 つの 指輪 
黄 怖 の サウ ロン の 「 一 つの 指輪 」 は 、 現 在 フ ロ ド ・ バ ギン ズ が 持っ て いま す 。 指 輪 は それ を は め た 者 
を 見 えな 〈 し 、 生 命 を 保つ 力 が あり ます 。 し か し 、 ガ ンダ ルフ は 、 そ れ は 実際 は 反 生 命 で あり 、 着 け て い 
た 者 は 最後 に は 幽 串 と な り 、 指 輪 の 王 、 サ ウロ ン の 支配 下 に 落ち て し まう と 言っ て いま す 。 
指輪 は 使っ た 者 の 意志 力 を 吸い 取っ て いき ます 。 意 志 力 が 0 に な っ た 者 は 死に ます 。 指 輪 を 使う と 、 
指輪 所 持 者 の 意志 力 は 吸い 取ら れ て いき ます 。 
指輪 所 持 者 が 長く 指輪 を 映 に つけ て いる は ほど 、 彼 の 意志 力 は 低く な っ て いき ます 。 
指輪 に は 自分 の 意志 が ある と 考え られ て お り 、 し ば し ば 指輪 所 持 者 を ご ま か し て 、 そ を の 主人 、 ダ ー 
ク ・ ロ ー ド の 元 に 逃れ て 戻 ろ うと し ます 。 
指輪 は それ を 使う 誰 に も 負担 と な り ま す 。 非 常に 強い 意志 力 を 持つ 者 どけ が 、 指 輪 を 扱う こと が で き 
ます 。 こ の た め 、 強 い 意 志 力 を 持つ ホビ ッ ト た ち は 全 員 、 指 輪 の 仲間 に 入れ て お (こと を お 勧め し ます 
e 魔法 征 い の 杖 
魔法 使い の 杖 は 、 白 魔法 を 使う た め 、 ヴ ァ ラ ー ル か ら 与 えら れ た 権威 の シン ボル で す 。 極 度 の 非常 
時 に は 、 魔 法 使 い は 、 杖 の フル ・ パ ワー を 引き 出す 事 が 出来 ます が 、 普 通 杖 は 壊れ て し まい ます 。 魔 
法 使い の 杖 は 、 ガ ンダ ルフ 、 ラ ダ ガ ス ト 、 サ ルー マン が 持っ て いま す 。 
e グラ ム ド リ ング 
ガン ダル フ の 魔法 の 剣 で す 。 彼 は 、 こ の 剣 を ビル ボ ・ バ ギン ズ と の 置 険 の 時 に 、 ト ロウ ル の 財宝 の 
中 か ら 見 つけ まし た 。 


e ナル シル プア ン デ ュ リ ル 
この 剣 は ミド ル ・ ア ー ス の 第 二 紀 最 後 の 戦 いび 、 イ 1 シル デュ ア が サウ ロン の 指 か ら 指輪 を 切り と る 時 
に 使わ れ ま し た が 、 ナ ル シ ル は いく 〈 つ か に 折れ まし た だ 。 
この ゲー ム で は 、 折 れ た ナル シル の 各 片 を 見 つけ 出し 、 像 け 谷 で 鍛え 直す こと が 、 ク エス ト の 一 つ に 
な っ て いま す 。 
これ は 、 ア ラ ゴ ル ン の 剣 、 ア ン デ ュ リ ル を 作り 出す こと に な り ま す 。 

e つら ぬき 丸 
この 強力 な 魔法 の 短剣 は 、 ビ ゼル ボ ・ バ ギン ズ が ドワーフ と の 彼 の 探索 の 時 に 使い まし だ た 。 今 は 、 彼 
が 死 け 谷 に 持っ て き て いま す 。 

e 弱い 指輪 
ミド ル ・ ア ー ス の 第 二 紀 に 、 サ ウロ ン と ケレ ブリ ム ボ ー ル は 多く 〈 の 力 の 指輪 を 作り まし た 。 強 い 力 を 持 
つっ 指輪 は 、 捨 て られ だ り 破 壊 る きれ だ たり し まし た が 、 多数 の 力 の 弱い 指輪 は 残る きれ て いま す 。 
ーー つの 指輪 を 破壊 する た め の ク エス ト で 、 指 輪 の 仲間 た ち を 導い て 〈 れ る 多数 の 弱い 指輪 が ある 
CULE» 


. 食 料 と 治療 薬 
BS 
冒険 も 大 事 で す が 、 ホ ビッ ト や 他 の ミド ル ・ ア ー ス の 住民 に と っ て 、 食 料 は 欠か せな い 物 で す 。 


食料 [nf ^E ap 72/ El 
(携帯 食料 ) 2 

( 赤 豆 ) 

(キノ コ ) 
(暖か い 食 事 ) 
(ドワーフ 草 ) 


(レン バス ) 


CO» Aa CO CO N 


ゲー ム 中 で の 食料 の 大 き な 効 果 は 、 失 っ た 生命 力 を 回 復 す る 事 で す 。 

食料 は キャ ラク タ の 回 復 を 助け ます が 、 一 日 に 一 回 し か 効果 が あり ませ ん 。 異 な っ た タイ プ の 食料 は 、 
異な っ だ 効果 を 持ち ます 。 

携帯 食料 は わずか な 治療 力 し か あり ませ ん が 、 レ ン バ ス (ロス ロリ エン の エル フ の 行 糧 ) は 、 治 療 効 果 
が と て も あり ます 。 

上 記 は ミド ル ・ ア ー ス の いく つか の 食料 と を の 生命 力 を 回 復 す る 効果 の リス ト で す 。 





画 治 療 楽 

e ニル ボー ル 
これ は イム ラド リス の 強壮 飲料 と し て 知ら れ て いる 物 で す 。 
この 位 楽 は 山道 の 吹雪 に 対し て 防御 効果 が あり 、 指 輪 の 仲間 た ち へ の 寒 き の 影響 を 和らげ て くれ 
ます 。 
これ は エル ロン ド か ら 6 与え られ ます 。 

@ アラ セス 
ゴン ドー ル で 「 王 の 手 」 と し て 知ら れ て いる この 薬草 は 、 強 力 な 治療 効果 を 持っ て いま す 。 治 療 者 か 
楽 午 の 知識 を 持っ た 者 が 手 に 持つ と 効果 が あり ます 。 こ の 薬草 は ゴン ドー ル の 正統 の 王 が 持つ と 
特に 効果 が ある と 言わ れ て いま す 。 





第 6 章 魔法 使い の アウ パス 


この ゲー ム を 解く た め の 、 プ レー ヤー へ の ヒン ト を いく つか あげ て お きま す 。 


(1) 


NPC と の 会 話 に は 特に 注意 を 払っ て 下さ きい 。 一 見 、 意 味 の 無 い 言葉 に も 、 重 要 な か 〈《 る れ た 意 
味 が ある か も し れ ま せん 。 メ モ を だ (〈《 さ ん し て 下さ い 。 


パー ティ が 少な く と も 1 本 は 、 た いま つ を 持っ て いる よう 注意 し て 下さ い 。 地 下 で 明か り は 必需 品 で す 


ホビ ッ ト 庄 は いろ いろ 練習 する 所 で す 。 出 て 行っ た 方 が 良い と 思う まで 、 隅 々 まで 探検 し て 下さ 
い 。 し か し 、 黒 い 乗り 手 が 近 (に いる と いう 兆候 が あっ だ ら 、 す で その 場 を 離れ て 下さ るい 。 


ホビ ッ ト た だ ち は 、 少 な 〈 と も 彼ら が 鎧 や 魔法 の 武器 を 手 に 入れ る まで は 、 出 来る 限り 戦闘 に 参加 る 
せな いで 下さ い 。 

し か し 、 ホ ビッ ト だ た ち は ゲ ー ム の 全体 の 進行 の 上 で 、 有 能 で 重要 な キャ ラク タ で す 。 他 の キャ ラ 
クタ より 戦闘 が 上 手 で な いと いう 理由 で か れ ら 6 を 指輪 の 仲間 か ら 外 す 事 は し な いで 下さ い 。 


誰か に 危険 だ ど と 言わ れ だ 地域 を 、 ど から と いっ て 不 必要 に 避け る こと は し な いで 下さ きい 。 


「 指 輪 物語 第 一 巻 」 は 、 避 ける 事 が 出来 な いい くつ か の 話 の 筋 上 で の 曲がり 角 が あり ます 。 
悲劇 的 な 出来 事 が 起き だ 場合 、 心 配 し て ゲー ム を リス ター ト し な いよ うに し て 下さ い 。 








第 7 草 Hm 


A. 以 前 に 何 が 起き た か 


地面 の 穴 に 、 あ る ホビ ッ ト が 住ん で いま し た 。 
を の ホビ ッ ト の 名 前 は ビル ボ ・ バ ギン ズ 。 全 く 
思い も る か けず 彼 は 、 ガ ンダ ルフ と いう 名 の 魔法 
使い と 13 人 の ドワーフ に 冒険 に 連れ て 行か れ 
iU 

ドワーフ た だ ち は 、 遠 い 昔 に スマ ウ グ と いう 名 の 
竜 の ため に 失っ た 故郷 を 取り 戻し た いと 思っ 
て いま し だ 。 ド ワー フ は ホビ ッ ト の よう に は す ば 
し っ こく 《 は な か っ だ た だめ 、 ビ ル ボ は スマ ウ グ の 
巣 に 忍び 込み 偵察 を 行っ て くる ため に 雇 わ れ 
dL. 


冒険 か 5 戻っ て きた と き に は 、 ビ ル ボ は と て も る 金 
持ち で 幸福 に な っ て いま し た だ 。 ま た 彼 は 一 つの 
魔法 の 指輪 を 持ち 帰り まし た 。 

を の 指輪 を 身 に つけ る と 、 目 に 見 を なくなる こと 
が て きま し た 。 

彼 は 、 を その 指輪 を ゴク リ と 呼ば れる 生き 物 と の 
な ぞ な ぞ を 遊び で 手 に いれ まし だ 。 ゴ クリ は 「 い と 
し いし と 」 と 呼ん で いた 指輪 を 失っ た だ 事 を 悲し 
み 、「 バ ギン ズ め / いつ まで も に 〈 む 5 ぅ / jk 
呪い の 言葉 を 叫び まし だ 。 


ビル ボ は 彼 の 111 歳 の 誕生 日 に 、 ホ ビッ ト 庄 
で の 生活 に あき て 、 ホ ビッ ト 庄 を 離れ 彼 の 友 
人 達 、 裂 け 谷 の エル フ の 元 に ひき こも る こと に 
し まし た 。 ビ ル ボ は 彼 の 指輪 を 、 場 の フロ ド に 
与え て 行き まし た 。 

ビル ボ は 指輪 に 非常 に 愛着 が あり 、 自 分 で も 
幣 く ほど 指輪 を 残し て いく こと を た め ら いま し た 
が 、 ガ ンダ ルフ の 助け で 残し て 行き まし た 。 
ビル ボ が 指輪 を 不 承 不 承 残 し て いっ だ こと 
は 、 ガ ンダ ルフ を 非常 に 心配 させ まし だ た 。 ガ ン 
ダル フ は 、 そ の 指輪 が 実際 は 何で ある か を 調 
NARD, 多く の 国 を 旅 し まし た 。 そ の 結果 、 彼 


は 求め て いた 答 を 得 ま し た 。 そ の 指輪 は ダー 
ク ・ ロ ー ド 、 サ ウロ ン に よっ て 邪悪 な 魔法 の カ 
を 使う ため の 道 具 と し て 造ら れ た 「 一 つの 指 
輪 」 だ っ た だ の て です 。 

その 指輪 を 所 有する 者 は 世界 を 支配 する 力 
を 有する の で す 。 し か し 、 指 輪 は また 、 そ れ を 
使う 者 を 堕落 る きせ て いき ます 。 ガ ンダ ルフ は ま 
だ 、 ダ ー ク ・ ロ ー ド が ゴク リ を 捕らえ を て 、 バ ギン 
ズ と いう 名 の ホビ ッ ト が 指輪 を 持っ て いる と 知 
っ た だ 事 を 聞き 込み まし だ 。 ガ ンダ ルフ は ホビ ッ 
ト 庄 に 戻り 、 判 っ た こと を 若い ホビ ッ ト 、 フ ロ ド に 
(RAB LR. 


彼ら 6 は 、 話 し 合っ て 次 の よう に 決め まし た だ 。 

フロ ド は エル フ の 住む 裂け 谷 に 行く 。 を そこで 、 
指輪 を どう する か 決め よう 。 ガ ンダ ルフ は 、 遅 く 
と も フロ ド の 誕生 日 まで に は 戻っ て き て 、 BU 
谷 まで 護衛 する 。 フ ロ ド は 、 ホ ビッ ト 庄 の 東 地 
区 に 引っ 越し する か の よう に 装っ て 、 ひ を か に 
裂け 谷 へ と 旅 だ つ 。 も し 、 ガ ンダ ルフ が 戻っ て 
来 な けれ ば 、 一 人 で 旅立つ 。 

ガン ダル フ は 、 二 つの 助言 を フロ ド に し て 、 立 
Bo Oe Liss 

ダー 一 ク ・ ロ ー ド が 、「 バ ギン ズ 」 を 捜し て いる だ 
ろう か ら 、「 山 の 下 」 と な の る 事 。 信 頼 の な ける 
友人 と 旅立つ 事 で す 。 


フロ ド は ガン ダル フ が 言っ た 通り 、 彼 の 家 、 袋 
小路 屋敷 を 憎たらしい 親戚 、G ロ ベリ ア ・ サ ッ ク 
ビル ニテ バ ギ ン ズ に 売り 、 誕 生日 ま び ガン ダル 
フ が 戻っ て くる の を 待ち を し だ 。 し か し 、 ガ ンダ 
ルフ は 来 ま せん で し だ た 。 さ る あ 、 フ ロ ド は ミド ル ・ 
アー ス の 著 悪 な 物 か ら 自 分 の 機知 で 身 を 守 
り 、 危 険 な 旅 を 始め な けれ ば な り ま せん 。 


日 . ホ ピット 圧 

も っ と も 尊敬 すべ き 人 た ちの 意見 に よれ ば 、 ホ 
ビッ ト 庄 は ミド ル ・ ア ー ス で 最も 文明 的 な 場所 
だ そう で す 。 こ こ で ホビ ッ ト だ ち は 南 の 人 間 の 
諸国 を 襲っ て いる 戦争 か ら 免 れ て 、 平 和 と 生 
産 的 繁栄 の 元 に 生活 し て いま す 。 ホ ビッ ト 庄 
で は 、 誰 か ホビ ッ ト が 、 故 意 に 他 の ホビ ッ ト を 
殺す と いう こと を 、 一 生 に 一 度 も 聞く 〈 事 は あり ま 
A s 


ミド ル ・ ア ー ス の 多 ( の 場所 と 同じ ょ うに 、 ホ ビ 
ッ ト 庄 は 、 起 伏 の 緩やか な 丘 と 、 和 森 と 、 野原 と 
わずか な 川 の ある 、 緑 あふ れる 気持 ちの 良い 
場所 で す 。 小 る な 集落 が 、 風 景 の 中 に 点 在 し 
て いま す 。 

何人 か は 家 に 住ん で いま す が 、 多 〈 の 者 は こ 
ぎれ いで 居心地 の 良い ホビ ッ ト の 容 に 住ん 
で いま す 。 誰 か が 時 た だ たま ドワーフ を 見 か け 、 も 
っ と まれ に エル フ を 見 か ける が 、 ホ ビッ ト 庄 は 
ほど ん と ど ホ ビッ ト の 排他 的 な 領域 で す 。 ホ ビッ 
ト は 、 お も に 日 々 の 出来 事 に 関心 を な いて 生 
活 し て いま す 。 


ホビ ッ ト 庄 の ホビ ッ ト た ち は 、 世 間 話 が 大 好き 
で す 。 こ れ は 、 実 に 楽し い 娯 楽 で あり 、 ホ ビッ ト 


田 著 名 な 人 物 た ち 


e フロ ド ・ バ ギン ズ 
uBR NY AOE, FORO WPS, 
ボー ト の 事故 で 湧 れ て 死に 、 フ ロ ド は 叔父 
に 養子 に な り ま し た 。111 歳 の 誕生 日 の 宴 
会 の 最 中 に 不思議 な あき れ た 失 跳 を と げ 
た 叔父 か 6、 袋 小路 屋敷 を 相続 し まし た 。 
ほとん どの ホビ ッ ト が いか が わし いと 考え る ド 
ワー フ 、 エ ルフ や 魔法 使い が ガンダ ルフ と の 
交際 に も か か わら ず 、 フ ロ ド は まもなく 尊敬 を 
受け る よう に な り ま し だ 。 フ ロ ド は 穏和 で 平和 を 
愛す る ホビ ッ ト で あり 、 皆 に は 良き 隣人 で し た 。 


に ニュ ー ス に つい て 聞く と 、 和 驚く ほど た 《 る ん の う 
わき 語 を し て て くれ ます 。 し が し 、 aee» MESE 
時 々 、 事 実 と 作り 話 の 区 別 を つけ に 《〈 な る だ 
め 、 あ な だ た が 聞い た 事 を すべ て 信用 し て 良い 
と 考え る 事 は 出来 ます ん 。 ホ ビッ ト と し て 、 良 い 
判断 力 が あれ ば 、 事 実は 何 な の か が 通常 わ 
か る あて Lo, 

この ゲー ム で は 、 ホ ビッ ト 庄 は 二 つ の 部 分 に 
分 が れ て いま す 。 

プラン デー ワイ ン 川 の 西側 は 、 ホ ビッ ト 村 と 水 
の 辺 村 で す 。 こ の 二 つ は 、 ミ ドル ・ ア ー ス で 最 
も 大 きい ホビ ッ ト の 集落 で す 。 

プラ タン デー ソリ イツ の 東 は 。、 パ ペック グ の 時 て 。 


の ホビ ッ ト だ た ち は 、 バ ッ ク の 里 の 連中 は ちょ っ と 
変わ っ て いる と 信じ て いて 、 時 々 彼ら に つい て 
信じ られ な いよ うな 鳴 が ひろ が る 事 が あり ま 
す 。 バ ッ ク の 里 の ホビ ッ ト 達 も る 、 ホ ビッ ト 村 の 連 
中 は 変わ っ て いる と 信じ て お り 、 こ こ で も ホビ ッ 
ト 村 の 連中 に つい て 舎 妙 な 噂 が 聞か れる で し 
まう 。 

これ は ホビ ッ ト 庄 で は 全く あたり まえ の こと し 考 
えら れ て お り 、 悪 意 が ある わけ で は あり ませ ん 。 





e サム ワイ ズ ・ ギ ャ ムジ ー 

ギャ ムジ ー じ いき る ん の 息子 、 す サム ワイ ズ ( 普 
通 、 サ ム と 呼ば れる ) は 、 フ ロ ド の 最も 親しい 
友人 で す 。 サ ム ワ イ ズ は 、 袋 枝 路 の 庭 で 働 
いて いま す 。 優 れ た 庭師 で ある と 同時 に 、 ホ 
ビッ ト 村 で 最も 頑丈 な ホビ ッ ト の 一 人 と し て 
知ら れ て いま す 。 

サム の 唯一 の 欠点 は 、 フ ロ ド の 無責任 な 
WAC VARY GHD tle, DVI, PY 
ー フ や 魔法 使い た ち に 関す る フロ ド の お ゎ 話 
し へ の 興味 で す 。 





e ベレ グリ ン ・ ト ゥ ッ ク 


ペレ グリ ン ( い つも ピピ ン と 呼ば れる ) は 、 ホ 
ビ ピット 庄 の 選 侯 (モイ ン ) 、 パ ラディ イン ・ ト ゥ ッ 
ク の 長子 で す 。 ピ ピン は 、 陽 気 な ホビ ッ ト 
で 、 良 い 友 人 で す が 、 や や 未熟 で 無責任 
な 所 が あり ます 。 


e メリ アド ク ・ ブ ラン デー バッ ク 


メリ アド ク ( い つも メリ ー と 呼ば れる ) は 、 バ ッ 
ク の 時 の 館 主 、 サ ラド ッ ク ・ プ ラン デー バッ 
ク の 一 人 足 子 で す 。 メ リー は フロ ド ・ バ ギ 
ンズ と 子ども の 頃 か ら の 友達 で 、 い と こ で す 
メリ ー と ビ ピピン は 親友 で す 。 ビ ピン と は 異な り 、 
メリ ー は 賢く 責任 感 の ある 若い ホビ ッ ト で も 


e ギャ ムジ ー じ いさ ん 


老 ギ ャ ムジ ー と っ つ ぁ ん は 、 サ ム ワ イ ズ ・ ギ 
ャ ムジ ー の 父親 で 、 長 年 ビル ん ボ ・ バ ギン ズ 
の 庭師 で し た 。 こ こ 数 年 、 耳 が 少し 遠く な り 
まし だ が 、 ホ ビッ ト 村 の 酒場 で の 多く (の 議 
諭 て で は 、 元 の 雇い 主 の ビル ボ と フロ ド を 熱 
心 に か ば っ て くれ ます 。 


e 品 ベリ ア ・ サ ッ ク ビ ル ニ バ ギン ズ 


ビル ベ ・ バ ギン ズ と 彼 の 盟 の フロ ド に 復讐 
を 誓っ て いま す 。 

ロベリア は 南 ホ ビッ ト 庄 の 出 の 、 気 取り 屋 
で み ぇ っ ぱり の ホビ ッ ト で す 。 ロ ベリ ア の 死 
ん だ 享 っ 主 の オン は 、 ビ ル ボ と 最も 近い 親戚 
で 、 ビ ル ボ が フロ ド を 養子 に する まで は 袋 
小路 屋敷 を 相続 する 事 に な っ て いま し だ 。 ロ 
ベリ ア と オ ソ が 長い 事 欲し が っ て いた 袋 小 
路 屋敷 を 競売 で 手 に いれ よう と し て いた 時 
に 、 ド ワー フ と の 胃 険 か 6 ビル ボ が 帰っ て き 
て 以来 、 深 い 恨 み を 持っ て いま す 。 こ の ゲ 
ー ム の 始ま っ だ た ときには 、 ロ ベリ ア は 既に フロ 
ド か ら 6 袋小路 屋敷 を 買い 取っ て いま す 。 こ 
の 知ら せ は ホビ ッ ト 庄 の 多く の 住人 た ち に 
衝撃 を 与え まし た 。 ロ ベリ ア は 意地 悪 で 、 格 
式 と 儀礼 を 過度 に 重んじ 、 全 く ユ ー モ ア の 
か けら も 持っ て いま せん 。 


e ロ ソ ・ サ ッ ク ビ ル = テ バ ギ ン ズ 


ょ く 、 に きび っ 面 の ロ ソ と 呼ば れ ま す 。 ロ ソ は 、 
母親 に ダメ に され た 、 嫌 われ 者 の 若い ホビ 
ッ ト で す 。 ロ ソ は 、 ホ ビッ ト 庄 に は 大 き な 変化 
が 必要 だ と 信じ て お り 、 そ の 変化 の な り に は 
自分 が ボス に な る つも 0 で す 。 


e テ ド ・ サ ン デ ィ マ ン 


や や 不快 な 若い ホビ ッ ト で 、 特 に サム ・ ギ ャ 
ムジ ー に 嫌 わ れ て いま す 。 テ ド は ホビ ッ ト 村 
の 粉 屋 を 営ん で いま す 。 

に きび っ 面 の ロン の 仲間 が 、 彼 に ホビ ッ ト 庄 
を 変え る と いう ロ ソ の 考え を 吹き 込み まし た 。 
を そのため 、 彼 は 分 別 の ある ホビ ッ ト な ら ば 誰 
も 近く に 寄り た が ら な いよ うな 、 大 きく 騒 々 し く 
煙 を 吐き 出す 機械 式 製粉 工場 が 欲し いと 
思っ て いま す 。 


e ロー ズ ・ コ ッ ト ン 


気 し い が 尊 敬 に 値する お 百姓 さん コッ トン 
の 娘 。 こ の 親切 で 控え め な 少女 は 、 サ ム ・ 
ギャ ムジ ー の 特別 な 友達 で す 。 


e ウィ ル ・ ウ ィ ッ ト フ ッ ト 


この 愛 召 が あり 親切 な 老 ホ ビッ ト は 、 ホ ビッ 
ト 村 の 町 長 で す 。 

彼 は 誰 と で も 、 ロ ソン や ロベリア の よう な 不 愉 
快 な 連中 と で きえ ぇ 、 折 り 合 っ て いこ うと し て い 
ます 。 


e 百姓 の マ ゴ ッ ト じ いさ ん 


この タフ な 老 農 夫 は 、 侵 入 者 を 特に 嫌い ます 


e サラ ドッ ク ・ ブ ラン デー バッ ク 


バッ ク の 時 の 館 主 で 、 メ リー の 父親 で す 。 
「 バ ッ ク の 時 の 館 主 」 ほ と は 、 著 名 な ブラン デ 
ー バ ッ ク 家 の 長 に 与え られ る 形式 的 な 称 
BT す 。 高 垣 の 門 の 唯一 の カギ は 役 が 持 
っ て いま す 


画 ホ ビッ ト 庄 の 主 な 場所 


下記 は ホビ ッ ト 庄 の マッ プ に あげ られ て いる 場所 の 紹介 で す 。 こ の 紹介 は 、 マ ニュ アル に 載せ て ある マッ 
プ ' の 全て の 場所 、 あ る い は ホビ ッ ト 庄 の すべ て の 場所 を 述べ て は いま せん 。 


1. 袋 小 踏 屋 敷 
ホビ ッ ト 庄 で も っ と も 居心地 の 良い 穴 で す 。 
ここ は 、 多 少 い か が わし いと 思わ れ て いま す 
が 有名 な バ ギ ン ズ 家 の 所 有 に な っ て いま 
す 。 を の 通路 に は 、 ビ ル ボ ・ バ ギン ズ が ド ワ 
ー フ と 行っ た 冒険 の 時 に 手 に いれ た 宝物 
が 詰まっ て いる と 言わ れ て いま す 。 
. ギ ャ ムジ ー じ いさ ん の 穴 
この 有名 な ホビ ッ ト の 庭師 は 、 ホ ビッ ト 村 で 
% 一 番 の 頑丈 者 の 一 人 で す 。 じ いる ん は 、 
よ 〈 穴 の 前 に 立っ て 、 陽 気 に 手 を 振り な が 
ら 5、 通 る 者 に 挨拶 し て いま す 。 
. 東 の 森 の 廃虚 
東 の 森 は 、 暗 く 〈 危 険 な 場所 で 、 分 別 の ある 
ホビ ッ ト は 近 寄 ろ うと し ませ ん 。 廃 虚 は 遠い 
昔 の 王 に よっ て 建て られ 、 ホ ビッ ト だ ち は を 
の まま に し て きた 物 で す 。 東 の 森 に どん な 危 
険 が 潜ん で いる か 知っ て いる が 誰が 知っ 
て いる の で し ょ 2? 
水車 小屋 
ここ は ホビ ッ ト た ち が パ ン を 作る た め に 、 殻 
物 を 粉 に ひい て も 6 う 所 で す 。 水 車 小 屋 は 
ホビ ッ ト 村 の 好ま れる 目印 で す 。 
. ホ ビッ ト 村 の 宿屋 
ホビ ッ ト 村 の 宿屋 は 、 ホ ビッ ト 庄 の 人 気 あ る 
だ まり 場 の 一 つ で す 。 拍 手 只 条 と 仲間 つき 
合い で 一杯 で す 。 も ちろ ん 、 う わる 話 も いっ 
ぱい で す 。 
5. 緑 龍 館 
ホビ ッ ト 庄 の も う 一 つの 人 気 ある 場所 で 
す 。 ミ の 酒場 の エー ル は 、 ホ ビッ ト 庄 で も 比 
べ で る 物 が な い は ほど 素 晴らし いと 言わ れ て いま 
す 。 ま だ ここ も 、 う わる 話 を 聞く に は 良い 場所 
Tu. 
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7. 旅 行 用 具 屋 
ジョ リー・ プ ブラ ウド フッ ト の 店 に は 、 だ 〈《 さ ん 
の 良い 品 が 置い て あり ます 。 旅 に 出 よ うと す 
る 者 は 、 最 初 に ここ を 訪れ る べき で す 。 
8.5 
この 農場 は お 百姓 きん の グラ ッ プ が 営ん 
で いま す 。 グ ラッ プ さ る ん は 、 ま っ と うな ホビ ッ ト 
で す が 、 彼 の 息子 の フレ ディ は 問題 を 起こ 
す 事 で 知ら れ て いま す 。 
9. マ ソム の 店 
ホビ ッ ト は 誕生 日 に は 贈り 物 を 貰う の で は 
な (、 あ げ る の が ホビ ッ ト 庄 の 習慣 で す 。 マ 
ソム の 店 は 、 た (8 ん の 種類 の 贈り 物 の 類 
を 置い て いま す 。 し か し 、 を その うち の い 〈《 つ か 
は 、 限 られ た だ 用途 し か な いよ う で す 。 
10. 縁 山 丘陵 
ここ は な だ ら 6 か な 丘 と 森 の ある 楽し い 場所 
で す 。 ホ ビッ ト だ ち は 時 々 、 気 まま な 遠 歩き 
で ここ を 歩き ます 。 こ こ に は また だ 、 変 わっ た 
廃虚 が あっ た り 、 時 折 エ ルフ を 見 か けた り 
し ます が 、 ど ちら も 良識 ある ホビ ッ ト は 無視 
し て いま す 。 
. バ ッ ク の 里 の 橋 
プ ブラン デー ワイ ン 川 は と て も 広 〈、 渡 る に は 
ふた だ つの 方 法 し か あり ませ ん 。 普 通 の 方 
法 は 、( 特 に ホビ ッ ト が 船 を 嫌い どか ら で 
す が )、 バ ッ ク の 時 の 橋 を 通る 方 法 で す 
1 . マ ゴット じい さん の 農場 
も っ と も 良識 と 知識 が ある こと で 知ら れ て い 
る マ ゴ ッ ト じ いる ん は まだ 、 ミ ドル ・ ア ー ス で 
最良 の キノ コ を 育て る 専門 家 で も あり ま 
す 。 彼 の 農場 は 、 し ば し ば キノ コ へ の 抑え 
きれ な い 誘 惑 に 負け た 子供 達 の 襲撃 に あ 
いま す 。 し か し 、 彼 の 犬 の 攻撃 に 注意 し て 
いな けれ ば な り ま せん 。 


] 


— 


13. バ ッ ク の 里 の 渡し 場 
プラン デー ワイ ン 川 を 渡る ぉ う 一 つの 方 法 
で す 。 ボ ー ト で 渡る 事 は ホビ ッ ト に と っ て 、 
冒険 と 呼ぶ に 値する 事 で す 。 (実際は 、 バ 
ッ ク の 里 の ホビ ッ ト だ た ち は 、 ボ ー ト に 乗る 
の が 好き で す 。 こ の こと が 、 ホ ビッ ト 村 の ホ 
ビッ ト だ ち が 、 バ ッ ク の 時 の 連中 を 変わ っ 
て いる と 思う 理由 の 一 つ で す 。) 
14. コ ッ ト ン 農場 
ここ は 、 お 百姓 る きん コッ トン と 、 娘 の ロー ズ 
の 家 で す 。 


15. ブ ラン デー 屋敷 PT ec. | : 
バッ ク の 里 で 最も 大 き な 家 で 、 著 名 な ブ tie An s md W 
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ラン デー バッ ク 家 の 住ま いで す 。 プ ラン デ RRRA rN on” ZZ が 
ー 屋 敷 は 、 メ リア ドク の 父 、 サ ラド ッ ク ・ ブ Ere m Mu -- OS 
ラン デー バッ ク と 、 う わ つ いた と ころ の な い = キーーーーー ーー ーーー | : 
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彼 の 妻 、 エ ス メ ラ ル ダ が 、 治 め て いま す 。 VAL 
ブラ ン デ ー 屋 敷 は 、 人 々 の 好み より 、 古 
株 に 近 す ぎる と 考え られ て いま す 。( ホ ビッ ト 
庄 の 外 の 項 を 見 て 下さ い ) 

B 165. 締 人 金 の 酒場 

ここ は バッ ク の 里 で 最も 名 の 通っ た 酒場 
で す 。 ホ ビッ ト 庄 の 外 か ら 来 た ドワーフ の 
よう な 変わ っ た 旅人 達 が 、 こ こ に いる で し ょ うう 

17. 高 垣 の 門 

ここ は 古森 へ 入る ブラ ン デ ー バ ッ ク 家 の 
私 的 な 門 で す 。 


ホビ ッ ト 庄 の 主 な 場所 
⑧ ギ ャ ムジ ー じ いさ ん の 穴  ⑪ バ ッ ク の 里 の 橋 
GRORORM ※ "” ⑱ マ ゴット じい さん の 農場 
_④ 水 車 小屋 |. ⑬ バ ッ ク の 里 の 渡し 坦 
_⑤ ホ ビッ ト 村 の 宿屋 ” コッ トン 農場 
IRRE ⑮ プ ラン デー 屋敷 YPM D 9 
QIKGHRE ー ⑯ 締 金 の 酒場 — i An v Qe o E ae 
eRe — iso ——— (FOR A MN 
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C. ホ ビッ ト 庄 の 外 

I. 古森 
この 暗く (陰気 な 森 は 、 ホ ビッ ト 庄 の 住人 に は 
非常 に 座れ られ て いま す 。 最 も 置 険 好き な 
プラ ン デ ー バ ッ ク 家 の 者 だ けが 、 こ こ を 歩 
き 回 っ て いる こと が 知ら れ て いま す 。 し か し 、 


門 が か ら 思 いい 切っ て 遠く は な れ だ 事 の ある 者 


は 、 ほ ん の わずか で す 。 ゴ プリン 、 狼 や 、 邪 
悪 な 妖術 師 た ち が こ こ で 待ち 受け て いる と 
いう 話 は 疑わ し い 物 で す が 、 い まだ に 不吉 
な 場所 で 、 木 々 は を の 大 枝 の 下 を 通る 者 
を 憎ん で いま す 。 こ こ に 入っ て 行っ て 、 戻 っ 
て こ な か っ だ ホビ ッ ト は 一 人 や 二 人 で は あ 
り ま せん 。 ブ ラン デー バッ ク 家 の 者 は 、 森 に 
つい て 詳し いと 信じ られ て いま す 。 


6 . 古 墳 山 


ここ は 、 古 森 より 評判 の 悪し 所 で す 。 古 き 王 
だ ちの 墓 が あり 、 塚 和信 と し て 知ら 5 れ て いる 邪 
悪 な 魂 た ちがい ま も 住 ん で いま す 。 彼 6 と 出 
会 っ て 生き て 帰っ て きだ 者 を ホビ ッ ト だ ち は 
知り ませ ん 。 こ れ ら の 古墳 に は 、 だ た い へ ん な 
値打ち 物 が 埋まっ て いる と いわ れ て いま す 。 
3. BA 

"Stu xEuR4AOOT[Oolotoix. 
アー チェ ッ ト 村 が 北 の 村 、 元 村 が 南 の 村 、 
弟 村 と 小谷 村 は 生け 垣 の 保護 の 中 で 共に 
大 きく な っ て きま し だ た だ 。 比 村 は ホビ ッ ト と 人 間 
の 住ま いで 、 共 同体 を 作り 一 緒 に 平和 に 募 
らし て いま す 。 こ の よう な 場所 は 、 ミ ドル ・ ア ー 
ス に は 他 に は あり ませ ん 。 こ こ は ま た 、 野 伏 と 
呼ば れる 放浪 者 た ち も 使 っ て いま す 。 し か 
し 、 彼 ら 6 は 敵 村 の 住人 か ら は 信用 る れ て い 
ませ ん 。 こ こ 数 年 、 剃 村 の 内 外 で 盗賊 の 出 
没 が 増え て いる よう で す 。 

WR I. Rey bE DG LL EO I OME 
ーー の 集落 で す 。 こ こ は 、 食 料 な ど を 補給 で 
きる 絶好 の 場所 で す 。 こ この 住人 達 は 疑 5 
深い の で す が 、 信 頼 を 勝ち 得 た ら 、 実 に 親 
切 に し て くれ ます 。 ガ ンダ ルフ は 、 こ こ に 友 
達 を 持っ て いる よう で す 。 


4. 見 限り 宿 
この 宿屋 は 、 裂 け 谷 まで の 最後 の 宿屋 、 ほ 
ん と うに 最後 の 文化 的 な 場所 で す 。 こ こ は 、 
持ち の 良い 部 屋 が ある こと で 知ら れ て い 
$7. 

5. 風 見 ガ 丘 
この 小高 い 丘 は 、 遠 い 昔 の 人 間 の 王 た ち に 
ょ っ て 建て られ た 古代 遺跡 の 跡 で す 。 風 
見 ガ 丘 (古き 時 代 に は アモ ン ・ ス ー ル と 呼 
ば れ た ) は 、 道 を 見 渡す に は 最適 の 場所 
で す 。 

5. 果 野 橋 (は て の は し ) 
ここ は 白髪 川 を 渡る 唯一 の 場所 で す 。 は ま 
だ た 、 ト ロウ ル 森 へ の 入り 日 で も あり ます 。 そ こ 
に は と て も 意地 の 悪い トロ ウル だ ち が 住 ん 
で いま す 。 

7. ト ロウ ル 森 
丘 と 、 崖 と 、 神 秘 的 な 洞窟 の 場所 で す 。 こ こ 
は また 、 石 トロ ウル だ ちの 住処 で も あり ます 。 
彼ら は 、 ミ ドル ・ ア ー ス で 最も 危険 な 連中 の 
内 に あげ 6 られ て いま す 。 


6. ブル イネ ン の 渡し 
ここ が 、 流 れ が 速く 危険 な 川 、 プ ルイ ネン を 
渡る 唯一 の 通路 で す 。 

9. 裂 け 谷 
エル ロン ド と 彼 の 一 党 の エル フ た ちの 住ん 
で いる と ころ で す 。 こ の ゲー ム の 最初 の 目 
標 は 、 こ こ に 安全 に た どり 着 〈 事 で す 。 


10.4% 0 1?. モ ルド ー ル 


を の 敵意 ある 景色 と 、 絶 を 間 な い 雪 嵐 で 暗黒 の 国 、 ダ ー ク ・ ロ ー ド 、 サ ウロ ン の 住 
悪名 高い 山道 で す 。 こ こ は 、 部 ふり 山脈 を む 場 所 で す 。 モ ルド ー ル に は 、 こ の シリ ー 
通り 抜け る 道 の 1 つ で す 。 ズ の 第 3 昨 目 まで 到達 で きま せん 。 最 後 
11. モ リア の ゴー ル は 、 サ ウロ ン の 「 一 つの 指輪 」 


を 、 そ れ が 作ら 5 れ た 減 び の 山 の 火口 に 投 
げ 入 れる 事 で す 。 


ドワーフ が 造っ た 古代 の 鉱山 跡 で す 。 毅 
ふり 山脈 の 典 深 くに あり ます 。 
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D. ミ ドル ・ ア ー ス の 歴史 

ホビ ッ ト 庄 の 最近 の 出来 事 や 、 水 の 辺 村 の 合戦 の よう な 大 き な 歴 史 的 出来 事 ほ ど 重 要 で は な いと は 
いえ を 、 ミ ドル ・ ア ー ス の 歴史 を 詳し く 知 る 事 は 、 ホ ビッ ト た だ たち に と っ て も 意味 の ある 事 で す 。 

ミド ル ・ ア ー ス の 歴史 は 、 実 に 長く 込み 入っ て いま す 。 赤 表紙 本 か ら 、 非 常に 短く 圧縮 し て 、 以 下 に 解説 
Usda 


i: —íc 

そもそも の は じ め に 、 唯 一 者 エル と いう 名 で も 知 
られ る 、 イ ルー ヴァ ター ル が いま し ただ 。 彼 は 全 
て の 物 を 、 彼 の 心 に 浮か ん だ 考 ぇ で 創造 し ま 
し だ た 。 な に も な か っ た だ 所 に 物 を 創造 する に あ た 
り 、 し も で べ と し て ヴァ ラー ル と マイ アー ル を まず 
作り まし だ 。 を それ か ら 、 彼 ら に 共に 大 いな る 音楽 
を 与え を まし だ 。 こ の 音楽 に は 、 ミ ドル ・ ア ー ス の 


創造 と 運命 が 織り 込ま れ て いま し た 。 

彼ら は 、 エ ル の 考え た 音楽 に 沿っ て 、 ま た 彼ら 
の 創造 性 に 沿っ て 、 世 界 を 築 こ うと ミド ル ・ ア 
ー ス に 降臨 し まし た だ 。 し か し 、 ヴ ァ ラ ー ル の 中 
で 最も 優れ た 者 の 一 人 で あっ だ た モル ゴス は 、 
エル の 意志 と は 正反対 の 自分 の 考え を ミド 
ze アー 負 に 名 も うと し まし た 。 DAE. 
邪悪 な 物 で し た 。 モ ル ゴ ス の 邪悪 な 力 は 強 


〈、 多 く 〈 の マイ アー ル を 役 の 影響 下 に 組み 入 
れ て いき まし だ 。 

を の 中 に は 、 舌 と 痢 の 精 バ ル ロ グ た だ ちゃ 、 裏 
切り 者 サウ ロン な ど が いま し た 。 


や が て 、 エ ル は エル フ を 生み 出す 事 を 計画 し 
まし だ 。 ヴ ァ ラ ー ル は 、 彼 6 と の 交友 関係 を 求 
め て 、 自 ら 6 の 国 ヴ ァ リ ノー ル に エル フ 達 を 招き 
まし だ 。 ルプ だ ち は ワ テリ メ ー ル に 行き 。 ゲ アァ 
ラー ル か ら 多 〈 の 事 を 学び まし た 。 

この エル フ 達 の 中 で 最も 優れ て いた の は 、 フ 
= プア ノー ル て し だ た 。 彼 は 、 の ルル マ リル を 作り 0 まし 
た 。 そ れ は 、 ヴ ァ リ ノー ル の 二 本 の 木 ( 銀 と 金 
の 木 ) の 輝き を 込め た 3 つの 光 の 宝玉 で す 。 


モル ゴス は ヴァ ラー ル と エル フ の 友好 関係 を 
嫌い 、 そ れ を 壊 そう と 謀 り まし た 。 彼 は 、 フ ェ ア ノ 
ー ル の 父 フ ィ ン ウ ェ を 殺害 し 、 シ ル マ リ ル を 次 
みだし 、 二 本 の 木 に 妊 を 与え て し まい まし た 。 
フェ アノ ー ル は エル フ を 率い て 、 モ ル ゴ ス を 倒 
す 事 を 誓い ます が 、 ヴ ァ ラ ー ル は これ を 禁じ ま 
し だ 。 フ ェ ア ノ ー ル は ヴァ ラー ル に 反対 し 、 お 
お く 〈 の エル フ た だ ち が 彼 に 従い まし た 。 彼 ら は 、 
モル ゴス の 北 の 砦 、 ア ング バン ド を 攻め 、 長 
い 流血 と 破滅 的 な 戦い が 続き まし た 。 


シル マリ ル の 戦い は 、500 年 近く 続き 、 多 (《 の 英 
雄 的 、 あ る い は 悲劇 的 な 出来 事 が あり まし た 。 
この 時 期 、 ミ ドル ・ ア ー ス の 戦い で 、 人 間 は エ 
ルフ に 加担 し 、 し ば し ば 偉大 な エル フ の 英雄 
達 と 共に 、 人 間 達 の 名 前 も 出 て きま す 。 ベ レン 
や ルー シェ ン が そう で 、 彼 ら は モル ゴス の 鉄 
の 和 冠 か ら シ ル マ リ ル の 一 つ を 切り と 9 まし た 。 

し か し 、 最 後に は モル ゴス は エル フ た ち を 打ち 
負かし 、 彼 を 倒 を うと する 努力 は 無駄 に が り ま し だ 。 


だ が 、 モ ル ゴ ス の 勝利 は 長く は 続き ませ ん で 
し た 。 航 海 者 エア レン デイ ル は ミド ル ・ ア ー ス 
を 逃れ 、 ヴ ァ ラ ー ル の 地 へ と 幾多 の 危険 を 乗 
り 越 えて 航海 し し モル ゴス に 虐げ られ て いる 人 


間 達 へ の 同情 と た 、 ヴァ ラー ル に 反抗 し た エル 
フ 達 へ の 慈悲 を 嘆願 し ほし た 。 

ウ ヴァ フー ル は 彼ら 6 の 軍 を 集め 、 モ ル ゴ ス C 戦 
い を 挑み 、 彼 を 負かし まし た 。 ア ング バン ド は 
潰 滅 き れ ま し た が 、 ミ ドル ・ ア ー ス の 西部 地方 
も 同様 に 破壊 きれ て し まい まし た 。 

バル ログ 達 も 殺さ る れ まし だ た が 、 わ ず か な 者 達 
が 地 中 深 くに 逃れ 隠れ まし た 。 モ ル ゴ ス は 、 彼 
が 裁 が れる 世界 の 終末 の 日 まで 拘束 され る 
こと に な り ま し だ 。 役 の 多く の し も で た ちの 中 で 、 
サウ ロン だ けが 生き 延び 、 長 い 問 隠れ て いま 
に 


| —; 

第 一 紀 は 、 ア ング バン ド の 陥落 と 、 ミ ドル ・ ア 
ー ス の 西部 地方 ベレ リア ンド の 潰 減 で 終わ 5 
まし ただ 。 ヴ ァ ラ ー ル は エル フ た だ た ち も に ヴァ リノ ー 
ル に 戻っ て 〈 る よう 求め 、 多 く (の エル フ 達 が 従 
いま し だ 。 ヴ ァ ラ ー ル の 望み に 反し た 者 達 の う 
ち 、 最 も 賢い 者 、 ガ ラド リエ ル だ けが 、 生 き 残 0 
まし た 。 彼 女 は 、 ミ ドル ・ ア ー ス に 留まる 事 に し ま 
a 

エル フ の 高位 の 王 に 、 ギ ル ニ ガ ラド が いま 
す 。 彼 は 、 フ ェ ア ノ ー ル の 上 兄弟 フィ ン ゴ ブル フィ 
ン の 人 孫 で す 。 

フェ アノ ー ル 家 の 唯 一 の 生き 残り は 、 鐵 冶 屋 
ゲッ プリ ぬ ボ ポ ボール て す 。 條 は 、 グ ェ ア ァ メー ル の の 
人 孫 で 、 ド ワー フ の 鉱山 モリ ア の 近く の エレ ギ 
オォ ン に 住み まし た 。 


エア レン ディ ル の 息子 の エル ロン ド と エル ロ 
ス に 、 ザ ァ ラ ー ル は 一 つの 選択 を 与え まし た 。 
エル ロン ド は エル フ と し て 永遠 に 生き る 事 を 選 
びました 。 

エル ロス は 人 間 と し て 生き る 事 を 選び まし た 。 
エル ロス や 、 彼 と 共に モル ゴス と 戦っ た 人 間 
達 は 、 西 方 の 海 の 直 中 に 治め る 大 陸 を 貰い ま 
し だ 。 こ の 大 陸 は 、 ヌ ー メ ノル と 呼ば れ ま し た 。 
これ ら 6 人間 達 、 ス ー メ ノル 人 は 、 長 い 寿 命 
持ち 、 エ ルフ と の 親交 と ヴァ ラー ル の 恵み で 、 


か っ て 知ら れ だ 中 で 最大 の 帝国 を 築き まし 
だ 。 ヴ ァ ラ ー ル は ヌー メ ノ ル 人 だ ち に だ だ 一 
つの 戒め を 下 し まし た 。 

を それ は 、 ヴ ァ リ ノー ル に 近づい て は な ら な いし 、 
彼ら 6 の 国 の 西岸 が 見 えな 《 な る まで 西 に 航海 
し て は な ら な いと いう も の で し た 。 

この 戒め ゆ は 、「 ヴ ァ ラ ー ル の 禁 」 と いう 名 で し 6 
和 れれ て いま す 。 


第 二 紀 の 中 頃 、 サ ウロ ン は 正体 を 隠し て エレ 
ギ オ ン に 来 て 、 ケ レブ リム ボー ル の 親交 を 得 
まし だ た 。 こ の 時 期 、 彼 ら は 共に 研究 し 、 ミ ドル ・ ア 
ー ス を 守り 支え る た め に 力 の 指輪 を 作り まし 
だ 。3 つ の 指輪 は 、 エ ルフ の 王 、 ケ レブ リム ボ 
ー ル 、 ガ ラド リエ ル 、 エ . ル ロン ド に 与え られ まし 
だ た 。7 つ は 、 岩 の 館 の ドワーフ の 王 達 に 与え ら 
れ ま し だ 。9 つ は 、 ミ ドル ・ ア ー ス に 住ん で いた 
偉大 な が ヌー メ ノ ル の 王 達 に 与え られ まし た 。 を 
れ か ら サ ウロ ン は ケレ プリ ム ボ ー ル を 裏切り 、 
「 一 つの 指輪 」 を 作っ た の で す 。 一 つの 指輪 
を は め て いる 者 は 、 大 いな る 力 を 得 ま す 。 人 々 
の 間 を 見 られ ず に 歩け 、 寿 命 が な く 不 減 で 、 
最も 重要 な 事 に は より 力 の 弱い 指輪 を し て いる 
者 達 を 支配 出来 る の で す 。 サ ウロ ン が 一 つ 
の 指輪 を は め た 時 に 、 エ ルフ だ たち は サウ ロン 
の 正体 に 気づき 、 彼 ら の 指輪 を 外し まし た 。 
サウ ロン と エル フ た だ ちの 間 で 、 戦 い が 起 こり ま 
し た 。 ヌ ー メ ノル の 介入 が な けれ ば 、 最 後に は 
エル フ た だ ち は 破 れ て いた で し ょ う 。 サ ウロ ン は 
敗北 に 激しく 怒り 、 ヌ ー メ ノル へ の 復讐 を 誓い 
な が ら 、 彼 の モル ドー ル の 要 寒 へ と 退却 し ま 
し た 。 彼 は 、 東 部 諸国 の 多く を 支配 下 に お 〈 枝 
君 に な り ま し だ が 、 ミ ドル ・ ア ー ス の 西部 に 住む 
エル フ だ ち に 対し て は 、 何 世紀 も 戦い に を し か け 
ませ ん で し た 。 

ヌー メ ノ ル は ミド ル ・ ア ー ス に 植民 を 始め 、 ヌ 
ー メ ノル 人 が 偉大 な 塔 を 築い た 場所 か ら サ 
ウロ ン は 撤退 し まし た 。 し か し 、 何 世紀 も だ た つと 、 
ヌー メ ノ ル 人 た だ たち は 不満 を 抱き 始め 、「 ヴァ アラ 
ー ル の 禁 」 を 非常 に わずらわし 思い 始め まし 


だ た 。 ヌ ー メ ノル の 王 達 は エル フ と の 親交 を 破 
り 、 禁 君 に な り ま し ただ 。 ヌ ー メ ノル の 小 き な 地域 
の 人 々 だ けが 昔ながら の 理 を 守り 続け まし 
だ 。 彼 ら は 、「 節 士 派 』」! 呼 ば れ て いま し だ 。 


を の うち 、 ヌ ー メ ノル の 最も 偉大 な 王 、 商 金 土 
アル ニ フ ァ ラ ゾ ー ン は サウ ロン が 軍隊 を 集 
め 、 ミ ドル ・ ア ー ス に 住ん で いる ヌー メ ノ ル 人 だ 
ち を 海 に 追い 落と を うと し て いる と いう 事 を 聞き ま 
し RS 

アル ニ フ ァ ラ ゾ ー ン は 怒り 、 ヌ ー メ ノル の 全力 
を 挙げ て 大 軍隊 を 集め 、 ミ ドル ・ ア ー ス へ と 航 
海 し 、 モ ルド ー ル の 中 心 に 建つ サウ ロン の 時 
黒 の 塔 、 バ ラド ニテ デュ ア に 行軍 し まし た だ 。 彼 は 
サウ ロン に 塔 か ら 出 て き て 、 彼 の 家臣 に な る よ 
う 要 求 し まし た 。 


そし て 、 サ ウロ ン は 出 て きま し た 。 

力 の 頂点 に あり 一 つの 指輪 を 持っ て いて も 、 
ヌー メ ノ ル の 力 に は 対抗 で き な い 事 を サウ ロ 
ン は 知っ て いた か ら で す 。 彼 は 、 ア ル ニ フ ァ ラ 
ゾーン の 前 に 屈し 、 忠 誠 を 装い まし た 。 

アル ニテ ニ フ ァ ラ ゾ ー ン は サウ ロン に 騙さ れ は し ま 
せん で し た が 、 サ ウロ ン を ヌー メ ノ ル に 連れ 
帰り まし だ 。 こ れ は 、 重 大 な 過ち で し だ た 。 と いう の 
は 、 サ ウロ ン は 既に 退廃 し て いた ヌー メ ノ ル 人 
だ ち に 取り 入り 、 彼 ら 6 の 心 を 随 落 へ と 導い て 行 
っ だ か 6 で す 。 彼 は 、 ヴ ァ ラ ー ル の 国 を 所 有 
する 者 は 誰 で も 、 永 遠 の 命 を 手 に 入れ る 事 が 
出来 る と 述べ まし た 。 

アル ニ フ ァ ラ ゾ ー ン は 自分 が 年 老い て き て い 
る 事 を 感じ て お り 、 死 を 恐れ 、 サ ウロ ン の 言う 
事 を 信じ まし た 。 彼 は か っ て な い 大 艦隊 を 集 
め 、 ヴ ァ リ ノー ル を 攻撃 し て 不死 性 を 礁 お うと 
し まし だ た 。 

ヴァ ラー ル は 、 艦 隊 を 破壊 し メー メ ノ ル の 大 
陸 を 永遠 に 海 の 底 に 沈め ゆま し た 。 


ヌー メ ノ ル か ら は 、7 隻 の 船 が ヴァ ラー ル に 忠 
実 な 節 士 派 を 乗せ 、 エ レン ディ ル と 彼 の 息子 
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れ 、 ミ ドル ・ ア ー ス に 来 ま し た 。 彼 ら は 、 ヌ ー メ ノ 
ル と ヴァ ラー ル の 永遠 の 友好 の 証 、 折 き 木 の 
貞本 を 持ち 出し まし た だ 。 彼 ら は 、 ミ ドル ・ ア ー ス 
の 北部 と 、 南 部 に 偉大 な 人 間 達 の 王国 を 築 
きま し た 。 

この 二 つ の 王国 を を それぞれ 、 ア ルノー ル と ゴ 
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し か し 、 サ ウロ ン も ヌー メ ノ ル の 陥没 か ら 生 き 
延び て ぢ お り 、 サ ウロ ン が 死ん だ と 考え て いた 節 
士 派 と エル フ だ た ち に 戦い あし か け ま し だ 。 

サウ ロン の 攻撃 に 対し 、 節 士 派 と エルフ た ち 
は 、 エ ルフ と 人 間 の 「 最 後 の 同盟 」 を 結び まし 
た だ 。 最 後 の 戦い は 暗黒 の 塔 の 門 の 前 で 行わ 
れ ま し た 。 高 位 の 土 ギ ル ニ ガ ラド は 戦い に 便 
れ 、 エ レン ディ イル と アナ リオ ン も 緩 る れ ま し だ 。 し 
か し 、 最 後に バシ ルン デュ ア が サウ ロン の 指 か ら 
ーー つの 指輪 を 切り と り 、 ダ ー ク ・ ロ ー ド の 霞 魂 
は 体 か ら 逃 れ 出 まし た 。 

こう し て 、 第 二 紀 は 終わ り ま し た 。 
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この 時 代 、 エ ルフ た ちと ドワーフ た だ ちの 力 は 、 
衰え て いき まし た 。 世 界 は 人 間 の 手 に 移っ て い 
宿命 に あっ た と 言わ れれ て いま す 。 

サウ ロン は イシ ル デ ュ ア に 倒 る れ ま し た だ が 、 一 
つの 指輪 が 存在 する 限り 、 永 遠 に 破 減る せら 
れる こと は あり ませ ん で し た 。 

エル ロン ド は 、 イ シル デュ ア に 指輪 や それ が 造 
られ た 減 び の 山 の 火 日 の 中 に 投げ 入れ る よ 
う 進言 し まし た 。 し か し 、 イ シル デュ ア は 高慢 に 
も これ を 拒絶 し 、 こ れ を 彼 の 父 の 死 の 形見 と し 
て 取り 、 家 門 の 宝 と する と 言い まし だ 。 


この 後 す ぐに 、 イ シル デュ ア は 大 河 ア ン デ ュ イ 
ン を 渡っ て いる 時 に オー ク の 奇襲 を 受け 、 殺 る 
れ ま し た 。 彼 の 息子 が アル ノー ル の 王国 を 継 
承 し まし だ た が 、 そ れ を 元 の まま 維持 し て いく に は 
あま り に わずか な 者 し か 残っ て いま せん で し 
た 。 最 後に は 、 ア ルノー ル は 、 ア ル セ タ ダイ ン 、 カ 


ルド ラン 、 リ ュ ダ ウ ア の 3 つの 王国 に 別れ まし 
だ 。 そ の 後 ま も な 〈、 恐 ろ し い 敵 が 現れ まし た 。 ア 
ング マル の 魔王 で す 。 


実際 は 魔 土 は 9 つの 指輪 に 乗っ 取ら れ た 人 
間 の 土 達 、 つ まり 指輪 の 幽 披 た ちの 中 で 最も 
力 の ある 者 で し た 。 彼 は アル ノー ル の 3 つの 
王国 に 常に 戦い に を し か け 、 リ ュ ダ ウ ア を 属国 に 
し まし だ 。 

最後 に は 、 い アル ノー ル の 息子 達 の 王国 を 減 
ぼ し て し まい まし だ 。 し か し 、 南 か ら 5 ゴン ドー ル 
の 王 に 率い られ て きだ 車 隊 に よっ て 、 そ の 後 ア 
ング マル も 減 ぼ され 、 魔 王 は 逃げ 去り まし た 。 
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に は あま り に 少な 〈《 な り 、 長 い 年 月 の 間 エ ルフ の 
王 以 外 は 誰 も 、 彼 6 の 消息 を 知り ませ ん で し た 。 


南部 地方 で 、 ゴ ンド ー ル は ヌー メ ノ ル の 染 光 
の 日 々 を 思い 出 き せる ほど 力 を つけ まし た 。 し 
か し それ も 衰退 し は じ め ま し だ 。 

ゴン ドー ル の 最後 の 王 エ アル ヌ ア は 、 魔 土 と 
の 戦い で 倒れ 、 ゴ ンド ー ル の 国政 は ゴン ドー 
ル の 執政 が 、「 王 還 り ます まで 」 み る こと に な り 
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丘 を 住処 に し まし た だ た 。 こ の 頃 、5 人 の 年 取っ だ 
魔法 使い が 現れ まし た 。 彼 ら は 、 援 助 や 申し 
出 、 耳 を 傾け る 者 に は 助言 を 与え を まし た 。 最 も 
力 と 知識 が あっ だ 者 は 、 白 の サル ー マ ン で し 
た 。 最 も 賢 〈 情 け 深 か っ た 者 は 、 灰 色 の ガン 
ダル フ で し た 。 自 然 の 力 と 最も 調和 し て いた 
者 は 、 茶 色 の ラダ ガス ト で し た 。 他 の 者 た ち に 
つい て は 、 知 られ て いま せん 。 

彼ら は ドル ・ グ ル デ ュ ア の 闇 の 力 の 正体 を 突 
き 止め よう と 努力 し まし だ 。 ガ ンダ ルフ は を の 広 
大 な 森 に 忍び 込み 、 サ ウロ ン が 復活 し て いる 
の を 発見 し まし た だ 。 彼 ら 6 は 、 エ ルフ だ ちもと 手 を 組 
み 、 ド ル ・ グ ル デ ュ ア か ら サ ウロ ン を 追い 出し 
まし た 。 し か し 、 サ ウロ ン は モル ドー ル の 彼 の 


過去 の 砦 に 戻り 、 暗 黒 の 塔 を 建て 直し まし た 。 
サウ ロン は 菩 の 車 隊 を 和 失っ て いた だ だめ 、 オ ー ク 
の 車 隊 を 集め ゴン ドー ル の 軍隊 と 継続 的 に 
戦い を 始め まし だ た 。 そ し て 、 サ ウロ ン は まず 一 つの 
指輪 が 隠さ れ て いる 場所 を 捜し は じ め ま し た だ 。 


ー つ の 指輪 は 、 サ ウロ ン に は 見 い 出 せま せん 
で し だ 。 か わり に 、 大 河 ア ン デ ュ イ ン の 近く に 住 
ん で い だ ホ ビッ ト 族 の 一 人 で ある デア ゴル 
が 、 そ れ を 見 つけ まし た 。 デ アゴ ル が 指輪 を 友 
達 の ス メ ア ゴル に 見 せる と 、 ス メア ゴル は デア 
ゴル を 殺し 、 指 輪 を 目 分 の 物 に し まし た 。 

ス メ ア ゴル の 家族 は 嬢 われ 者 と な っ た 役 を 追 
放し 、 彼 は 霧 ふり 山脈 に 逃れ まし た 。 そ を こ に 、 人 彼 
は 指輪 を 「 い と し いし と 」 と 呼び な が ら 、 長 い 間 
潜ん で いま し だ 。 ス メア ゴル は 、 彼 が いつ も た 
て て いる ツバ を 飲み 込む 音 の た め 、 ゴ クリ と 呼 
ば れる よう に な り ま し た だ 。 


第 三 紀 は 、 ド ワー フ た だ ち に 、 非 常に 悲劇 的 な 
事 の 多かっ た 時 代 で す 。 

ミド ル ・ ア ー ス で 最も 大 き な ド ワー フ だ ちの 都 
市 は 、 モ リア の 鉱山 で 、 ド ワー フ だ ち は こ れ を 、 
「 カ ザ ド ニ デ ュ ム 」 と 呼び まし た 。 

ドワーフ の 鉱夫 た ち に よっ て 、 突 如 、 途 方 も な 
い 恐 居 が 眠り か ら 6 呼び 覚 ま る きせ られ 、 ド ワー フ 
だ た ち は 鉱 山 か ら 駆逐 る れ て し まい まし た だ 。 

い 〈 ら か は 北部 地方 に 逃れ 、 は な れ 山 、 エ レ 
ボー ル に 新しい 鉱山 を 開き まし だ た 。 し か し 、 第 
三 紀 で 最強 の 竜 ス タウ グ は 、 は な れ 山 を 奪 
いそ の 宝 を 自分 の 物 に し て し まい まし た だ 。 
ドワーフ た だ ち は 逃 れ 、 モ リア に 戻り まし た が 、 を 
こ が オ ー ク で 一 杯 に な っ て いる の を 知り まし 
だ 。 ド ワー フ だ ちの 王 は 、 オ ー ク だ ち に 絞る れ 、 
その 復讐 に 無慈悲 な 戦い が 起き まし た 。 ア ザ 
ヌル ビザ ー ル で は 、 多 (の ドワーフ だ ちと オー 
ク だ ち が 死 に まし だ 。 ド ワー フ だ ち は 、 戦 い に に は 


勝ち まし た が 、 彼 ら が 日 覚め ゆる きせ て し まっ た 邪 
悪 な 影 へ の 恐怖 ゆえ 、 モ リア に は 入り ませ ん 


で し た 。 こ の 商 居 の 影 を 、「 デ ュ リ ン の 袖 ( わ ざ 


わい ) 」 と 呼び まし た 。 し か し 、 モ リア は 彼ら の 鉱 
山 で も 最大 で 、 彼 6 は ここ を 決し て 忘れ る 事 は 
あり ませ ん で し た 。 

この 頃 、 ド ワー フ の 最も 栄光 ある 王子 、 ト ー リ 
ン ・ オ ー ケ ン シ ー ル ド は 、 灰 色 の ガン ダル フ に 
会 いま し た 。 彼 ら 両 和信 は スマ ウ グ を 倒す 方 法 
を 考え 、 軍 を 集め まし だ 。 ド ドワーフ は す ば し っ こ 
い 性 質 で は あり ませ ん で し だ の で 、 ド ラゴン に 
忍び 寄る こと が で きる 者 を 必要 と し まし た 。 
この た だ め 彼 ら は 、 歴 史上 も っ と も 有 名 と な っ た 
忍び の 者 、 ホ ビッ ト 族 の ビル ボ ・ バ ギン ズ を 、 
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スマ ウ グ を 倒す 目的 は 果たし まし だ た が 、 こ の 冒 
険 の 問 に より 重大 な 出来 事 が 起こ り ま し た 。 ビ 
ル ボ が ゴク リ と 出合 い 、 こ の 不快 な 生き 物 の 
持っ て いた だ 一 つの 折 輪 を 、 な ぞ な ぞ を 遊び を 競 
っ て 勝ち 取り まし た だ 。 

ゴマ クリ は 、 バ ギン ズ に 復讐 を 誓い 、 追 跡 の だ 
め 彼 の 山脈 を 離れ まし た 。 そ の 後 、 ざ クリ は ダ 
ー ク ・ ロ ー ド (サウ ロン ) に 捕らえ られ まし た だ 。 
ダー ク ・ ロ ー ド は 、 バ ギン ズ が 彼 の 指輪 を 持 
っ て いる 事 を 知っ だ の で す 。 


今 は 、 絶 望 的 な 時 代 で す 。 暗 黒 の 塔 の サウ 
ロン は 策 を めぐ らし 、3 つ の 目標 に 焦点 を 合わ 
せま し だ 。 

第 一 に 、 昔 か 6 の 敵 だ っ だ た 人間 た ちの 最後 に 
残っ だ 王国 、 ゴ ンド ー ル を 征服 する 事 。 
第 二 に 、 ミ ドル ・ ア ー ス に 残っ た エル フ だ ちの 
最後 の 生き 残り 0 たち を 全 減る せる 事 。 

第 二 に 、 一 つの 指輪 を 取り 戻す 事 で す 。 

ひと たび 、 彼 の 手 に 一 つの 指輪 が 戻っ た ら 6、 
何者 も 彼 を 止め る 事 は 出来 な いで し ょ う 。 


as WTW や ーー スム - 
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ミド ル ・ ア ー ス に は 多く の 危険 な 敵 が いま す が 、 良い ホビ ッ ト 弄 を 持っ て いれ ば 、 彼 ら を 避け る こと が 出 
来る で し ょ う 。 以 下 に 出会う か る し れ な い 敵 の 解説 を あげ まま 


@e サウ ロン と は で きま す が 、 通 常 彼 ら は 死ね か わり に 自 


サウ ロン は 、 ミ ドル ・ ア ー ス の ダー ク ・ ロ ー ド 
(冥王 ) で す 。 元 々 は 、 モ ル ゴ ス が し も べ と し 
だ マイ アー ル の 一 人 で し た 。 第 一 紀 の 間 、 
彼 は モル ゴス の 副官 で 最も 力 の ある し も で 
で し だ た 。 モ ル ゴ ス の 減 亡 後 は 彼 が 主人 の 
後 を 継ぎ まま き し だ た 。 サ ウロ ン は 、 恐 ろ し い は ほど 
の ある 妖術 師 で 、 裏 切り に た け 、 限 り の 無い 
野心 を 持っ た 酸 君 と し て 知ら れ て いま す 。 彼 
の 実体 の 有り 様 は 知ら れ て いま せん が 、 し 
ば し ば 、 ま ぶた の な い 赤 い 目 と し て 表 る れ ま 
す 。 サ ウロ ン は 、 現 代 の ミド ル ・ ア ー ス の 邪 
悪 な 物 の 権化 で す 。 


ofa 0) Hd b 


ナ ズ グ ル 、9 人 の し も で 、 そ の ほか 10 通 り 以 
上 の 恐ろし い 名 前 で 知ら れ て いま す 。 彼 ら 
は サウ ロン の 最も カカ の ある し も で だ ち で 、 ヌ 
ー メ ノル 人 の 血統 で 最も 優れ た 物 た ち に 
サウ ロン が 与え だ 9 つの 指輪 に 乗っ 取ら れ 
だ 人間 た ち で す 。 指 輪 の 幽 串 た ち は 倒す こ 


ーー 


— 





ら の 体 を 捨て て 、 モ ルド ー ル に 戻り 新しい 
形態 を と り ま す 。 

指 輸 の 幽 団 た ちの 中 で 最も カカ の ある 者 
が 、 以 前 アン グマ ル を 支配 し た 魔王 で す 。 
彼 は 、「 生 きた 男 の 手 に よっ て は 死な な い 」 と 
予言 きれ て いま す 。 


e オー ク 





ゴブ リン と も 呼ば れる 、 こ の 汚い 生き 物 は ミ 
ドル ・ ア ー ス の 第 一 紀 の 大 暗黒 時 代 に モ 
ル ゴ ス が 作り まし た 。 闘 の 魔力 を 使っ て 、 強 
大 な 敵 モ ル ゴ ス は エル フ た ち を 捕らえ ぇ 、 こ れ 
ら の 獣 の よう な 生き 物 に 作り か を まし た 。 オ ー 
ク は 生き 物 が 苦し ん だ 0 り 死ん どり する の を 
見 る こと が 好き で す 。 こ の 無情 な 生き 物 た ち 
€ - エ ルフ と ドワーフ に 悪意 を 持っ て お 
り 、 彼 ら と 多く の 戦い を 行い まし た 。 
オォ ー ク の 社会 に は 3 つの 階級 が あり ます 。 
司令 官 で ある ウル クニ ハイ 、 並 通 の オー 
ク 、 奴 隷 の スナ ガ で す 。 オ ー ク は 戦闘 に 
お いて は し ぶた とく 、 最 も 不屈 な 人 間 の 英雄 で 
さる ぇ え 、 ウ ルク ニテ ハイ と の 戦い で は 易 々 と は 勝 
つ 事 は 出来 ませ ん 。 


e トロ ウル 

サウ ロン の 全て の し も で た ちの な か で 、 ト ロ 
ウル は 最も 腕力 の ある 連中 で す 。 彼 ら の 巨 
体 は 大 暗黒 時 代 に 木 の 精霊 を まね て 、 モ 
ル ゴ ス が 作り 出し まし だ た 。 ト ロウ ル は 普通 、 
日 の 光 の 中 に いる こと は で きま せん が 、 近 
年 サウ ロン は 新しい 種類 の トロ ウル 、 オ ログ 
= ハイ を 創り 出し まし た 。 彼 ら は 日 光 に 耐え 
る こと が で きす ます.。 

e 所 

われ われ の 世界 で は 、 狼 は カリ ブ な ど を 捕 
ら え て 食料 と し 、 人 間 を 襲う 事 は し ませ ん 。 し 
か し 、 ミ ドル ・ ア ー ス の 狼 だ たち は 、 そ ん な に 穏 
和 で は あり ませ ん 。 普 通 の 狼 は 、 特 に 空腹 
の 時 は その 狼 猛 る で 知ら れ て いま す 。 ミ ド 
ル ・ ア ー ス の 大 型 の 狼 た ち は 、 多く の 恐ろし 
い お 話 の 題材 に 使わ れ て いま す 。 第 一 紀 に 
ENTAH ORRIRA DIAIR S l E 
を 与え ぇ 、 憎 悪 に あふ れる 生物 ワー グ に と 作 
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ワー グ だ た だ ち は 、 獲 物 に な る ホビ ッ ト 、 人間 、 
エル フ な と を 狩り 、 組 す 事 を 楽し み ま す 。 ワ 
ー グ だ た ち は ま だ 、 オ ー ク た ちもと 行動 を 共に す 
る 事 が 多く 、 こ と わざ に 、「 ワ ー グ の 員 ぇ える と こ 
ろ に オー ク も まだ うろ つく 」 と 言わ れ て いま す 。 





ォ ー ク は 戦闘 時 に 、 馬 の よう に ワー ダグ に 乗 
る こと が 知ら れ て いま す 。 

ミド ル ・ ア ー ス に は まだ た だ た 、 そ の 姿 を 人 間 と 狼 の 
間 で 変え る 事 が 出来 る 人 狼 が いる こと も 知 
られ て いま す 。 

この よう な 生き 物 は 本 当 に 希少 で す が 、 防 
備 と し て お くに こし た こと は あり ませ ん 。 
第 一 紀 の 間 、 サ ウロ ン は 人 狼 た だ ちの 長 で 、 
疑い も な く 彼 ら の 忠誠 心 を 獲得 し て いる で し 
ょ う 。 

JE 

最初 に 現れ だ クモ は ウン ゴリ アン ト で 、 役 
女 は モル ゴス が ヴァ ラー ル の 二 本 の 木 を 
枯らし 、 シ ル マ リ ル を 盗む の を 助け まし た 。 
彼女 の 邪悪 な 子孫 は ミド ル ・ ア ー ス で 、 大 
グモ や 小 グ モ に な り ま し た 。 

闇 の 森 の 巨大 グモ は 、 非 常に 恐れ られ て 
いま す 。 ま だ 、 大 きく 致死 毒 を 持つ クモ は 、 ミ 
ドル ・ ア ー ス の 全域 で 見 る 事 が 出来 る で し 
まう 。 


e 邪悪 な 精霊 た ち 


歴史 の 部 分 に 述べ だ よう に 、 唯 一 者 エル 
は 世界 の 創造 に あたっ て 多く の 精霊 た ち を 
生み 出し まし だ た 。 こ れ ら 6 の 精霊 た ちの 多く 
は 、 大 暗黒 時 代 の 帝 土 で あり 、 第 一 紀 で 
は サウ ロン の 主人 で あっ だ モル ゴス に 墜 
沙 き る れ て し まい まし た 。 彼 ら の 多く 〈 は 、 長 い 年 
月 の 戦い の 間 に ほ ろ び まし だ た が 、 い く 人 か は 
いま だ に ミド ル ・ ア ー ス の 地底 深く に 隠れ て 
dy. 

CHUGH TREO CHEE NSE MNS 
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第 一 編 は す サウ ロン の し も で で し だ 。 バ ル ロ 
グ は 、 地 底 深 くに いま だ に 生き 残っ て いる と 
考え られ て いま す 。 


e A 
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の 古墳 山 ( 塚 山 ) に 住ん で いま す 。 


彼ら に つい て は 殆ど 知ら れ て いな 〈、 彼 6 と で 


あっ た 話 が 出来 る 者 も わずか し か いま せ 
ん 。 彼 ら と て も 、 喜 ん で その 話 を する 事 は あり 
ませ ん 。 

お そら く 彼 ら は 、 遠 い 苦 に 魔 土 に 堕落 る せら 6 
れ 、 サ ウロ ン の た だ め に 邪悪 な 行為 を し て いる 
の で し ょ う 。 


@ 妖術 師 


暗黒 の 技 に 長け た 者 た ち も 何 人 か いま す 。 
彼ら は 、 サ ウロ ン や 彼ら の 大 首領 で ある 魔 
王 か ら 魔 術 を 学ん だ 人 間 や オー ク だ ち で すむ 
BK fr pz. 5 1338 Ze O0 C, HOOK o ER OEL) 
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モル ゴス の 創造 物 の 中 で 、 最 も 大 きく 強力 
な 生き 物 で す 。 

バル ログ より 5 危険 と きえ いえ ます 。 何 匹 か は 
人 日 も 生き延び 、 ミ ドル ・ ア ー ス の 北部 の 荒 
れ 地 に 見 か けら れる と いう こと で す 。 巨 大 な 
翼 、 ウ ロコ で 充分 に 守ら 5 れ た 体 、 鋭 い 歯 を 
持ち 、 火 を 吹く こと が で きま す 。 


e Rm 


第 一 紀 の 終わ り 以 降 、 吸 血 鬼 は 見 か けら 6 
れ て いま せん 。 し か が し 、 い な く な っ な わけ で は 
な いよ う で す 。 吸 血 鬼 は 、 魔 法 使い か 魔女 
で 、 巨 大 コウ モリ の 姿 を と る こと が で きま す 。 
この 怪物 に つい て は 、 ほ と ん ど 知 られ て いま 
ぜん 。 





第 9 章 ミウ ルレ アース の 住人 


e エル フ e 人 間 
ミド ル ・ ア ー ス の 最初 の 住人 エル フ は 、 美 し ミド ル ・ ア ー ス の 二 番 目 の 住人 は 、 人 間 た 
〈、 強 《、 不 死 で す 。 CUT. 
fli GIL, UO O0 JJ ffi s ROELA エル フ に よく 〈 似 て いま す が 、 一 つ 大 き な 違 い 
の た め 生 きる 意志 を 稚 わ れ た 時 に の み 死 が あり ます 。 人 人 間 は 、 不 死 で な いこ と で す 。 
に ます 、 ミ ドル ルッ アー ス に は 、4 つ の 大き な か エ A ENZ 60 26100 P CO 60 03$ MERT 
ルフ た ちの 居住 地 が あり ます 。 開 の 森 の 北 っ て か ます 。 ゲ ユネ ホメ イツ (親方 の 人 。 つ まり 
の スラ ン デ ュ イ ル の 王国 、 像 け 谷 の エル ロ R— AR) NV AORA) は 、 実 に 長 に 寿命 を 
ンド の 「 最 後 の 憩 」 館 、 ガ ラド リエ ル 女 王 の 持っ て いま す 。 主 な 人 間 の 国家 は ミド ル ・ ア 
統治 する ロス ロリ エン 、 ホ ビッ ト 庄 の 西 の キ ー ス の 東 と 南 に あり ます 。 ロ ー ハ ン 、 焦 茶 の 
アダ ン の 灰色 港 で す 。 エ ルフ だ ち は 、 の ん 国 、 ゴ ンド ー ル 、 ハ ラド の 王国 、 リ ュー ン で 
SUCUS LEIT BRK AT O す 。 は る か 遠く の 東 や 南 の 国々 の 多く は 、 
る か の と どちら か で す 。 ザウ ロン 6 同 明 を 結ん で いま す 。 
彼ら は 歌 と 詩 を 楽し み 、 戦 争 を 喜ぶ こと は は ほ @ ホホ ビット 
と ん ど あ り ま せ ぜん 。 この 文明 化 き れ だ 、 し か し 小 る な 住人 だ ち 


に つい て は 、 い あい みろ が こと が 衣 わ れ で て いま 
す 。 彼 ら の 起源 は 謎 で す が 、 ホ ビッ ト 庄 に 
来る 前 か ら 何 千年 6 の 間 、 ミ ドル ・ ア ー ス に 
住み つい て いた だ と 言わ れ て いま す 。 ホ ビッ ト 
だ たち は 平 和 を 愛し 、 荒 々 し いこ と や Beet 
いま す 。 し か し 戦う と な る と 、 非 常に 強い 意志 
を 持ち 、 頑 強 に な る 生き 物 で す 。 ホ ビッ ト は 
主 に 、 ホ ビッ ト 庄 と 剃 村 に 住ん で いま す 。 
ex 
北部 地方 の 大 鷹 た ち は 、 ミ ドル ・ ア ー ス で 
最も 知性 ある 生き 物 で す 。 
彼ら の 多く (は 、 人 間 と 話す 能力 を 与え られ て 
いま す 。 廣 た ち は 、 ヴ ァ ラ ー ル の 土 マ ン ウ ェ 
の し も で で あり 、 最 も 必要 と され る と き に し ば 
し ば 彼 か ら 良 き 行い を する 者 た ち が 進 むべ 
き 道 を 示す た め に つか わき され ます 。 
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ミド ル ・ ア ー ス に は 、 以 上 の 意識 ある 生き 物 の 他 に 、 広 範囲 に わ だ る 知性 の 低 じ ある い は 知性 の 高い 生 
き 物 た ちがい ます 。 
小 馬 、 馬 、 態 、 き ら に は 伝説 の 「 じ ゅ う 」 ま で も が いま す 


A. 名 前 の 小 辞 典 


トー ルキ ン ・ フ ァ ン の 方 へ : 


これ は 、 フ ロ ド が ビル ボ と 暮 6 し て いた 間 に 機 会 を と ら え て 得 て お な いた 知識 で す 。 し か し 、 誤 解 $5 あ る で し 
FRANGOLO, P EE 


思 議 さき を 失わ せな いよ う 、 不 完 


e アウ レ 
ヴァ ラー ル の 鍛冶 屋 で 、 ド ワー フ の 作り 主 
cie i 
ドワーフ は 、 マ ハル と 呼ん で いま す 。 

e 赤 表 紙 本 
ビル ボ ・ バ ギン ズ 、 フ ロ ド ・ バ ギン ズ 、 サ ム ・ 
ギャ ムジ ー に よっ て 書か れ た 書物 で す 。 ミ 
ドル ・ ア ー ス の 歴史 が 書か が れ て いま す 。 

e アナ リオ ン 
エレ ン デ ィ ル の 次 男 で す 。 ア ナリ オン は 第 
二 紀 の 最後 の 戦い で 倒れ まし た 。 役 の 足 
子 が 、 ゴ ンド ー ル の 統治 者 に な り ま し た 。 

e アモ ン ・ ス ー ル 
背 村 の 東 、 風 見 ガ 丘 と し て 知ら れ て いる と あ 
る 山 の 項 上 の 廃 庶 

e アラ ゴル ン 
ガンダ ルフ の 友人 と し て 知ら れ て いる 、 借 
大 な 追跡 者 で あり 狩人 で す 。 
アラ ゴル ン は イシ ル デ ュ ア の 直系 の 子 係 
GC te 

e アル ウェ ン 
エル ロン ド の 娘 で す 。 ア ラ ゴ ル ン と 尋 約 し て 
いま す 。 

o アル セ ダ イ ン 
T)v2 — v3] ALCC 87:32 O0 ENO 
中 で 、 最 大 の も の で す 。 
アル セ ャ ダイン は 何 世 紀 も 昔 に 、 魔 王 に 潰 減 
され まし た 。 ア ラ ゴ ル ン は 、 そ の 最後 の 王 の 
FHETT. 

e アル ノー ル 
ミド ル ・ ア ー ス の 北西 域 に あっ た 人 間 だ ち 
に よる 大 若 の 土 国 。 
エレ ン デ ィ イル が 基礎 を 築き 、 イ シル デュ ア 


に な っ て いま す 。 


の 中 子 た ち が 治 め ま し た 。 

内 部 的 な 争い で 、3 つ の 小さ な 王国 、 ア ル 
セ ダ イ ン 、 カ ルド ラン 、 リ ュ ダ ワウ ア に 分 裂 し 
た 。 そ れ ら は 、 後 に アン グマ ー ル の 魔王 に 
潰 滅 きれ まし た 。 


e アル ニ フ ァ ラ ゾ ー ン 


ヌー メ ノ ル 最後 の 王 で す 。 彼 は 、 第 二 紀 に 
サウ ロン を 捕らえ を ます が 、 サ ウロ ン は 彼 を を 
その か し 、 ヴ ァ リ ノー ル を 攻撃 きせ ます 。 
ヴァ リノ ー ル は それ を イル ー ヴ アァ ター ル に 
訴え を 、 イ ルー ヴァ ター ル は ヌー メ ノ ル を 破 
壊し まし た 。 

e アン グマ ル 
霧 ふ 5 山脈 の 北 斜面 に あり 、 魔 王 に 統治 る 
れ て いた 大 菩 の 王国 。 
アン グマ ル は 、 ア ル セ ダ イン 、 カ ルド ラン 、 リ 
ュ ダ ウ ア の 各 王 国 を 潰 減る きす せ た が 、 ゴ ンド 
ー ル の 車 隊 に 減 ぼ ば る きれ ま し た 。 

ee イシ ル デ ュ ユア 
エレ ン デ ィ ル の 長子 で す 。 イ シル デュ ア は 、 
第 二 紀 最後 の 戦い で 、 サ ウロ ン の 指 か ら 6 
ーー つの 指輪 を 切り 取り まし た 。 
イシ ル デ ュ ア は 、 指 輪 を 壊す か わり に 、 戦 利 
品 と し て それ を 取り まし た 。 大 河 ア ン デ ュ イ ン 
を 泳ぎ 渡っ て いる 時 、 指 輪 は 彼 の 指 か ら 6 抜 
け 沙 ち 、 オ ー ク の 射手 の 前 に 姿 を る らし た 
彼 は 灯る れ ま し た 。 こ の だ め 、 こ の 指輪 は イシ 
ル デ ュ ア の 褐 いと 呼ば れる よう に な り ま し た 。 
イシ ル デ ュ ア の 息子 た ち が 、 ア ルノー ル の 
統治 者 と な り ま し た 。 

e イム ラド リス 
裂け 谷 の も う 一 つの 名 前 で す 。 


e イル ー ヴ ァ タ ー ル 
唯一 者 、 万 物 の 創造 者 、 ヴ ァ ラ ー ル の 主 
人 で す 。 エ ル と も 呼ば れ ま す 。 

e ヴァ ラー ル 
イル ー ヴ ァ タ ー ル の 主 な 吾 使い た ち で す 。 
マン ウェ と その 者 ヴァ ル ダ に 率い られ て いま 
す 。 彼 ら 6 は 、 ヴ ァ リ ノー ル と 呼ば れる 領土 を 
統 べ 、 車 大 な 危機 の 時 以外 は 、 ミ ドル ・ ア 
ー ス の 出来 事 に 十 渉 し な いで し ょ う 。 

e ヴァ リノ ー ル 
ミド ル ・ ア ー ス か ら 遠 離れ だ 大 陸 に ある ヴ 
ァ ラ ー ル の 国 で 、 多 く 《 の エル フ た ち も 住 ん 
Qi XT. 
エル フ だ ち は 、 西 に 船出 し て ヴァ リノ ー ル に 
行く こと は 出来 ます が 、 人 間 は 、 ヴ ァ リ ノー 
ル に は いけ ませ ん 。 

e ヴァ ル ダ 
エル ベレ ス の も 5 一 つの 名 前 で す 。 

e ウル モ 
水 の 王 で ある ヴァ ラー ル で す 。 ミ ドル ・ ア ー 
ス の エル ダー ル と 最も 親しく し て いま す 。 

e エア レン ディ ル 
系 一 紀 の 終 わり の 頃 の 人 間 た ちの 指導 者 
Ges ee 
エア レン ディ ル は 最後 の シル マリ ル を ヴァ 
リノ ー ル に 持ち 来 た り 、 エ ルフ と 人 間 た ち が 
ヴァ ラー ル に だ いし て 犯し た 罪 へ の 慈悲 
こい まし だ 。 こ の 結果 、 第 一 紀 最 後 の 戦 い 
が 起き ます 。 
エア レン ディ ル は 、 シ ル マ リ ル の 光 に 輝 〈 天 
駆け る 船 に 乗り ます 。 こ の 船 は 、 エ アレ ン デ 
ィ ル の 是 と 呼ば れ ま す 。 

e エル フ 族 
上 古 の 種族 で 、 エ ル ダ ー ル と も 呼ば れ ま 
す 。 人 間 よ り 強 賢い 不死 の 種族 で す 。 エ 
ルフ だ ちの は ほとん ど は 、 彼 6 ら の 故 卿 で ある ヴ 
ァ リ ノー ル に 住ん で いま す が 、 ミ ドル ・ ア ー ス 
に も いく 〈《 つ か の エル フ た だ ちの 居住 地 が あり 
ます 。 烈 けり け 谷 の エル ロン ド の 館 、 ロ リエ ン の 
森 、 北 部 闘 の 森 の スラ ン デ ュ イ ル の 王国 、 


ホビ ッ ト 計 の 西 の 灰 色 港 で す 。 
e エル ベレ ス 


星々 を 作っ た ヴァ ラー ル の 女王 ヴァ ル ダ 


を エル フ た だ たち は こう 呼び ます 。 
彼女 は 、 邪 悪 な 力 を 持つ 者 達 に 最も 芝 れ ら 6 
れ て いる ヴァ ラ (ヴァ ラー ル の 単数 形 ) で す 

e エル ロス 
エア レン ディ ル の 二 人 の 息子 の 一 人 で 
す 。 人 間 と し て 生き る こと を 選び 、 ヌ ー メ ノル 
の 最初 の 土 に な り ま し だ た 。 エル ロス は 、 ア ラ 
ゴル ン の 祖先 で す 。 

e エル ロン ド 
ETVST AVVO AO cT 
す 。 彼 は エル フ と し て 生き る こと を 選び 、 裂 け 
合 に 店 を か まる まし だ 』 彼 は 、 ア ルウ ウェン の 
父親 で 、 エ ル ロ ス の 見 で す 。 

e エレ ン デ ィ ル 
ヌー メ ノ ル の 人 節 士 派 の 指導 者 で 、 ヌ スー メ ノ 
ル 潰 減 の 時 、 ミ ドル ・ ア ー ス へ 航海 し まし 
だ 。 エ レン ディ ル は 、 ア ルノー ル と ゴン ドー 
ル の 土 国 の 礎 を 築き を し た が 、 第 二 紀 の 最 
f& OON TH EL. MOT T2527, 
イン シル ア ミュ ミア と アナ リオ ツン で て です 。 

e カザド ・ デ ュ ム 
務 ふ り 山 脈 の 地下 に 建設 る きれ た ドワーフ 
だ ちの 都市 。 
エル フ だ ちか ら は 、 モ リア と 呼ば れ て いま す , 

@ 第 村 ( か ゆ む ら ) 

人 間 E と ホビ ッ ト が 居住 する 村 。 古 墳 山 の 東 
に 位置 する 。 

e ガラ ドリ エル 
ロリ エン の 女王 で 、 そ の 力 、 英 知 、 美 貌 で 
知ら れ て いま す 。 
アル ウェ ン は 彼女 の 孫娘 で す 。 

e カル ドラ ン 
アル ノー ル の 基 壊 後 、 形 作ら れ だ 3 つの 土 
国 の うち の 一 つ で す 。 
この 王国 は 遠い 昔 に アン グマ ル に 潰 減 き 
れ ま し た 。 そ れ が あっ た の は 、 今 、 弟 村 と 古 
墳 山 に な っ て いる 場所 で す 。 


i 
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風見 ガ 丘 (アモ ン ・ ス ー ル ) lLZDHED--~- 
CA 

e 風見 ガ 丘 (か ざ み が お か ) 
ある 山地 の 項 寺 に ある 廃虚 の 塔 で す 。 そ こ 
は 、 今 は 減 ん び カ ルド ラン に 属し て いま し 
た 。 敵 村 の 東 に あり ます 。 
アモ ン ・ ス ー ル と し て も 知ら れ て いま す 。 

e ガ ンダ ルフ 
IK (60 Ay Rv ald, Bvt Pee 
魔法 使い 、 ミ スラ ン デ イア と し て 知ら れ て いま す 。 

e ケレ ブリ ム ボ ポール 
エル フ の 鍛冶 屋 で 、 サ ウロ ン と 力 の 指輪 を 
Lo 
PEAY AR m PKIN 
MOGI, KSN LE, 

e 古墳 山 ( 塚 山 ) ( こ ふ ん や ま 、 つ か や ま ) 
証 森 の 東 に 位置 する 丘 と 墓 の 群 で す 。 旅 
人 た ち を 殺す 迄 の し い 怪 物 た ち 、 塚 和信 た ち 


の 住処 と 言わ れ て いま す 。 

© 焦 菜 の 国 ( こ げ ち ゃ の くに ) 
$52. OW NOM PREIS B], AT n 
ー ハ ン の 敵 で し だ 。 

e ゴン ドー ル 


南部 の 僅 大 な 人 間 た ちの 王国 で す 。 現 在 
の 王 都 は 、 ミ ナス ・ テ イリ ス で す 。 一 千年 前 、 
血統 が 絶え を る まで は 、 ア ナリ オン の 中 子 だ たち 
が 治め て いま し た 。 現 在 は 、 執 政 の デ ネ ソ 
ー ル が 治め て いま す 。 
ゴン ドー ル は ミド ル ・ ア ー ス で 最大 の 兵力 
を 持ち 、 サ ウロ ン に 敵対 し て いま す 。 

e サウ ロン (Xr) 
PEAR RAT — WMO ACC. HALA 
1B YR. HALO [A], ev DADLE 
べ に な り ま し ただ 。 姿 を 変え る 陀 力 と その 不実 
STOUT OT, d Oi 
の 時 、 ヴ ァ ラ ー ル か ら 逃 げ ま し だ 。 
彼 は ケレ ブリ ム ボ ー ル を 助け て 、 力 の 折 輪 
を 作り まし た が 、 そ れ ら を すべ て 支配 する 一 
つっ の 指輪 を 作り 、 ケ レブ リム ボー ル を 左 切 
り ま し だ 。 


メー メ ノ ル 最後 の 上 、 ア ル ニ フ ァ ラ ゾー ン 
に 捕らえ り れ ま し た が 、 ヴ ァ リ ノー ル を 攻撃 
する よう 上 を を その ヵ かかし た だ め 、 ヌ スー メ ノ ル の 
壊 減 と サウ ロン | 自 の 実体 を た うこ に な り 
まし だ た 。 サ ウロ ン は ぞっと する ほど 世 ろ し い ダ 
ー ク ・ ロ ー ド の 形 始 で ミド ル ・ ア ー ス に 大 っ 
て き て 、 以 後 人 間 や エル フ た ち が 好 まし いと 
思う 次 を と る こと は あり ませ ん で し た 。 彼 は 、 
エル フ と 人 節 二 派 た ち に 戦い も し か け ま し た 
が 、 彼 の 指 か ら 一 つの 折 輪 を 切り と っ た イ 
SNT a cxt. 
サウ ロン は 一 つの 折 輪 が 存在 する 限り 減 
(SP Lee きま せん 。 
彼 は 栄二 紀 の 間 、 ミ ドル ・ ア ー ス の 支配 者 
と し て 較べ る 者 の 無い 状態 に な る まで じ っ 
と 時 を 過ごし て いま し た 。 

o RIFE (IFEI) 
$5. 0 LK OO PURE SD nyko 
ALT T ALD PY AP HIRD MO BELL 
う 名 で も 知ら 和 れ て いま す 。 

e サル ー マ ヤン ( 曰 の サル ー マ ン ) 
培 も 力 の ある 魔法 使い で す 。 を の 知識 と 力 
で 知ら れ て いま す 。 
吉 近 は 、 ロ ー ハ ン の 北 、 イ モン ガル ド に 住 
ん で いま す 。 

e シル マリ ル 
エル フ の 鍛冶 屋 フ ェ ア ノ ー ル が 『、 ヴァリ ノ 
ー ル の 二 本 の 木 の 光 を 閉じ こめ て 作っ た 3 
個 の 宝石 で す 。 こ れ ら の シル マリ ル は 、 モ 
ル ゴ ス に 次 まれ ま し た 。 一 つ は の ち に ベレ ン 
と ルー シ エ ン が 取り 戻し し エア レン ディ ル の 
MED WELT tid tv ELC. HO ld, A 
一 紀 の 終 わり に 失わ れ ま し た 。 


e ス マウ グ 
ミド ル ・ ア ー ス 最後 の 大 竜 。80 年 前 に 処 き 
Relics 

e 節 士 派 ( せ っ し は ) 


エル フ と ヴァ ラー ル へ の 友好 関係 に 関す 
る 伝統 に 忠実 どっ だ た ヌー メ ノ ル 人 の グル 
ー プ '。 彼 ら は ヌー メ ノ ル の 潰 減 に 先立ち 、 


スー メ ノ ル を 離れ れれ 、 ア ルノー ル と ゴン ドー ル 
の 王国 を 築 さ まし た 。 
彼ら は 、 ヌ ー メ ノル の 最初 の 王 、 エ ル ロ ス の 
直系 の 子孫 、 エ レン ディ ル に 率い られ て い 
ill 

em») 
巨大 な 鳥 で す 。 言 葉 を 話す 大 鷹 は 、 ミ ド 
ル ・ ア ー ス で て 器 な る も の の 守り 手 と し て 働い 
て いま す 。 

e 力 の 指輪 
サウ ロン と ケレ ブリ ム ボ ー ル が 作っ た 指輪 
で す 。 
3 つの エル フ の 指輪 (行方 不明 )、7 つ の ド 
ワー フ の 指輪 、 sy 人 間 の 指輪 が あり ま 
す 。 こ れ ら の 指輪 は 、 ミ ドル ・ ア ー ス を 保護 
する 妨 を 持っ て いま すず が 、 サ ウロ ン は ーー っ 
の 指輪 を 作り 、 他 の 指輪 を 身 に つけ て いる 
各 達 を 支配 し 、 ミ ドル ・ ア ー ス を 重 甘 ろう と し 
まし だ ら 

@ 塚 人 た ち ( つ か びと た ち ) 
古墳 山 に 住む と 言い 伝え られ て いる 怪物 た ち 。 

e デ ネ ソ ー ル 
現在 、 ゴ ンド ー ル を 統治 し て いる 執政 で 、 
AST ESTAS OST Ta 

e デュ リン 
ドワーフ の 最初 の 父祖 。 ア ウレ に 作ら れ た 
ドワーフ 族 の 7 人 の 父祖 の 最 年 長者 。 

e デュ リン の 褐 ( わ ざわ い ) 
デュ リン を 徹し た 出所 不明 の 怪物 。 

@ トウ ッ ク 家 
ホビ ピット 的 で な い 冒 険 好き な 傾向 の ある こと 
で 知ら れる ホビ ッ ト の 家族 。 彼 6 の 家長 は 
「 ホ ビッ ト 庄 の 選 侯 」 の 肩書 き を 受け て い à 
す 。 ペ レグ リン ・ ト ゥ ッ ク は この 家族 の 一 員 
で す 。 ビ ル ボ ・ バ ギン ズ と フロ ドー エギ ンズ は 
と 6 に 彼ら と 近い 血 続 関係 を 持っ て いま す 。 

@ トウ ルカ ス 
格闘 で の 剛 田 さき で 知ら れる ヴァ ラー ル の 
闘士 で す 。 役 は 、 ネ ッ サ の 大 で す 。 


e ドル ・ グ ル デ ュ ユア 
FO SRI DoR In OTT. 


e ドワーフ 族 
鉱山 業 と 金属 細工 で 名 高い 、 短 い ヒ ゲ の 


RUT ROGET TPIT AD 
ドワーフ た だ たち は 、7 人 の 父祖 呼ば れ 、 ヴ ァ 
ラー ル の 鍛 容 屋 ア ウレ が 作り まし た 。 ア ウレ 
は 、 ド ワー フ か ら は マハ ル と 呼ば 和 れ て いま 
す 。 最 長 名 で 最も 僅 大 な が ドワーフ は 、 デ ュ リ 
YC Ts 

(i 6 O dic K O Ms E 
す 。 こ れ を エル フ だ ち は 、 モ リア と 呼ん で い 
ます 。 ド ワー フ た ち は 、 自 分 た もち を ナウ グリ ム 
と 呼ん で いま す 。 

e ナウ グリ ム 
ドワーフ た だ たち が 、 自 
[A 

e メー メ ノ ル 
ミド ル ・ ア ー ス の 第 二 紀 の 人 間 た ち に より 、 
年 展 の 大 陸 に 作ら れ た 偉大 な 王国 で す 
エル フ に 協力 し て モル ゴ eee AIAG 
OMRLLT ORTEC RONEL, 
ヌー メ ノ ル 人 だ ち は bu: =O willie 
アァ ラー ル に 育 く よう に な っ だ だ め 、 ヌ ー メ ノル 
は 破壊 る れ ま し た 。 メ ヌー メ ノ ル 人 は 、 デ ンド 
-WE a, FARA COMIC T. 


分 た ち を 呼ぶ と き の 名 前 


e ネッ サ 
オォ ロメ の 妹 で 、 最 も 足 の 速い (ヴァ ラー ル で 
+ ionamin? Ta 

e 野伏 (の ぶせ ) 


ミド ル ・ ア ー ス の 北部 地方 を あう ろ つ いて いる 
狩人 た ち で す 。 
近隣 の 人 だ た ち に は 、 信 頼る され て いま せん 。 

e バッ ク の 里 
ホビ ッ ト 庄 の 東 の 部 分 、 プ ラン デー ワイ ン 
川 の 向こう 側 で す 。 
ここ は プ ブラン デー バッ ク 家 の 領地 で す 。 

e は な れ 山 
エレ ボー ル と も 呼ば れる この 山 は 、 金 竜 ス 
マツ ウ グ に 追い 出さ れる まで | it. Pu 
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ON 近隣 の 人 間 達 と 最も 有名 
忍び 、 ビ ル ボ ・ バ ギン ズ の 助け で 、 ド ワ 
E 、 は な れ 山 を 取り 戻し まし た 。 現 
企 の 統治 者 は ドワーフ の 王 、 ダ イン で す 。 


e バラ ドニ デュ ユア 

サウ ロン の 暗黒 の 塔 で 、 か れ の 力 の 源 で す 
e バル ログ 

ENV TPAD HKD LIE LENT. RE 

関す る 力 を 持っ て いま す 。 

(83 OO EL TET ae BHA LT PSU) 
e 一 つの 指輪 


力 の 折 輪 の 中 で 最も 強力 で す 。 サ ウロ ン 
が 作り まじ な だ 。 
e ビル ボ ・ バ ギン ズ 
電 ス マツ ウツ グ の 宝 を 盗む た だ ため 、 ド ワー フ な たち 
に 雇 わ れ だ ホビット 。 
思い も か けず 、 一 つの 指輪 を 見 つけ る 。 フ ロ 
ド ・ バ ギン ズ の 叔父 で す 。 
@ ファ フミ ア 
BE デ ネ ソ ー ル の 次 男 で 、 学 者 で 兵士 と し て 
42 知ら れ て いま す 。 
ゴン ドー ル の 人 た ちの 尊 人 は 、 ボ ロミ ア に 
の み | 向 けら れ て いま す 。 
@ フェ アノ ー ル 
今 ま で で 最高 の エル フ の 鍛冶 屋 び で す 。 フ 
ェ ア ノ ー ル は 、 シ ル マ リ ル を 作り まし た 。 シ ル 
マリ ル が モル ゴス に 次 まれ た だ 時 、 フ ェ ア ノ ー 
ル は ヴァ ラー ル の 意志 を 無視 し 、 大 勢 の 
エル フ た だ ち を 率い て モル ゴス に 戦い を し か 
け ま し だ た 。 フ エア ノー ル は 、 を の 戦い の 初め 
の 頃 に バル ログ に 条 き る きれ まし だ 。 
@ 古森 (ふる も り ) 
バッ ク の 里 の 東 の 森 で す 。 こ こ は 、 暗 い 道 
と 、 謎 の 失 蹴 事件 で 知ら れ て いま す 。 
@ ベレ ン 
歴史 上 最も 有名 な 人 間 の 英雄 で す 。 役 
は 、 シ ル マ リ ル を モル ゴス の 鉄 の 対 か ら 切 
り 取り 、 ド リア ス の ルー シ エ ン と 結婚 し まし 
た 。 ベ レン は ヌー メ ノ ル の 王 だ ちの 祖先 で 


e ボロ ミア 
ゴン ドー ル の デ ネ ソ ー ル の 長子 で 、 偉 大 
な 戦士 で す 。 

e HUMU 
モル ドー ル に ある 火山 で 、 こ こ で サウ ロン 
は 一 つの 指輪 を 鍛え まし た 。 オ ロ ド ル イン と も 
呼ば れ ま す 。 

e ホビ ッ ト 庄 
田舎 風 の 村 、 せ せら ぎ 、 野 原 、 な だ ら か な 
丘 の ある 土地 で す 。 
ホビ ッ ト 庄 は 元々 、 ア ル セ ダ イン の 王国 の 
一 部 で 、 居 住地 と し て 土 か ら ホ ビッ ト 族 に 
与え られ まし だ 。 ア ル セ ダ イン の 崩落 後 、 ホ 
ビッ ト だ ち は こ の 地 に と どまり まし だ 。 ホ ビッ ト 
庄 は 、 こ の ゲー ム の 開始 場所 で す 。 

@ マイ アー ル 
単数 服 は マイ ア で す 。 イ ルー ヴァ ター ル に 
使え た 力 あ る 者 た ち で 、 ヴ ァ ラ ー ル に 似 て 
いま す が 、 そ れ ほ どの 力 は 持っ て いま せん 。 
サウ ロン は マイ ア で し た 。 ド リア ス の メリ アン 
も そう で す 。 

e 魔王 
A UnvOULbeC. HERTTBRC 3 JA mO 

I 50 E C357) 220i. m Lu. 

何 世 紀 も 前 に アン グマ ル の 王国 を 統治 し 
て いま し だ が 、 コ ンド ー ル に 成 ば され まし た 。 

e マハ ル 
彼ら の 創造 主 ヴ ァ ラ の アウ レ を 、 ド ワー フ た 
ち は こ う 呼 び ま す 。 

e 魔法 使い 
年 を 取っ て お り 、 賢 〈、 魔 法 の 力 を 有する 5 
人 の 人 々 で す 。 彼 6 の 素性 は 不明 で す 。 
最も 力 の ある 魔法 使い は サル ー マ ン で 、 次 
に ガル ダル フ と ラダ ガス ト が 続き ます 。 

e 見 限り 宿 ( み か ぎり や ど ) 
比 村 の 東 に ある 宿屋 。 

@ ミニド ル ・ ア ー ス 
エル フ 、 ド ワー フ 、 人 間 、 ホ ビッ ト な どの 種 
族 が 住ん で いる 世界 で 、 こ の ゲー ム の 舞 
att. 





@ メリ アン 
最も カカ が あり 賢 か っ た マイ アー ル の 一 人 で 
すず 。 彼 良 、 エ ルプ の 王 、 ド V ア ゆめ シ シゴ 
ル と 結婚 し まし た 。 メ リア ン は ルー シ エ ン の 
世 親 で 、 ガ ラド リエ ル の 親友 で し た 。 

e メル コー ル 
モル ゴス の 元 の 名 前 で す 。 

@ モリ ア 
ドワーフ の 最も 大 き な 住 居 群 で 、 カ ザ ド = テ 
デュ ム と も 呼ば れれ て いま す 。 

e モル ゴス 
メル コー ル と も 言わ れ 、 著 悪 の 道 に 落ち た 
大 いな る 力 を 持つ ヴァ ラー ル で す 。 イ ルー 
ヴァ ター ル に 思 誠 を 持つ ヴァ ラー ル に 対 
し 、 多 (の 戦い を 仕掛 け ま し た 。 彼 は 、 フ ェ ア 
ノー ル の シル マリ ル を 盗み 、 取 り 戻 を うと 努 
力 す る エル フ や 人 間 た ちと 戦い まし た 。 モ ル 
ゴス は 、 オ ー ク や トロ ウル だ ち を し も べ で と し て 
作り まし た 。 彼 は 、 第 一 紀 の 終 わり に 戦い に 
破 和 れ 、 水 遠 に 幽閉 され て いま す 。 

e モル ドー ル 
サウ ロン の 領地 で す 。 モ ルド ー ル は 、 ミ ド 
ル ・ ア ー ス の 南東 部 、 灰 色 の 火山 の 平原 
に あり ます 。 四 方 を 山脈 に 囲ま れ 、 最 も 恐れ 
られ て いる 山 、 減 び の 山 が あり ます 。 

e 問 の 森 
暗く 危険 な 森 で す 。 北 部 は 、 ス ラン デュ イル 
の 率い る 良き エル フ だ た ち が 住 ん で いま す 
が 、 南 部 は 、 邪 悪 な クモ だ ちの 住処 と ドル ・ 
PVP al OU SBD DIET 

e ヤ ヴ ァ ン ナ 
ヴァ ラー ル の 一 人 で 、 木 々 と 自然 に 特に 関 
心 多 持っ て いま す 。 

OmmOH 587-5 
9 人 の サウ ロン し も べべ だ も で 、 元 は メー メ ノ 
ル 人 の 偉大 な 王子 た もち で し だ た が 、 彼 6 に サ 
ソロ ン が 与え だ 指輪 に 文 配 きれ 、 強 い 力 を 
持つ 幽 圭 の よう な し も ゃ べ に な っ て し まい まし 
だ た 。 サ ウロ ン の 意志 に 永遠 に 捕 ち を えら れ て い 
ます 。 ナ ズ グ ル と も 呼ば れ ま す 。 


e 787-5 
鎧 より 強い ツウ ロコ と 、 炎 の よう な 吐息 を 持つ 
巨大 な 空 飛ぶ トカ ゲ 。 
PETC BIST GDEARKS, WITS, FOAL 
こき で 知ら れ て いま す 。 
80 年 前 に 角 る され た 金 竜 ス マツ グ は 、 ミ ドル ・ 
アー ス 最 後 の 大 竜 と 信じ られ て いま す 。 

@ リュー ン 
ミド ル ・ ア ー ス の 東部 の 国々 で す 。 そ の 住 
必 だ ち は 、 サ ぜ 立 ロン と 同盟 や を 組ん えて Wo, a 
ンド ー ル の 菩 か ら 6 の 敵 で す 。 

e リュ ダウ ア 
Z7Jv7—v OO ^r HR, CS T:30 O XE ER] OD 
ー つ で す 。 リ ュ ダ ウ ア は す で ぐに 魔王 の 圧 制 
下 に 倒れ 、 完 全 に 破壊 され まし た 。 

e ルー シ エ ン 
メリ アン と ドリ アス シン ゴル の 娘 で 、 ベ レ 
DE TT 
ルー シ エ ン は 、 ベ レン が モル ゴス の 鉄 の 冠 
か ら シ ル マ リ ル を 取る の を 助け ほし た だ た 。 こ れ 
が 、 エ エア レン デイ ィ イル の 是 と 呼ば れ た シル マ 
リル で す 。 

e ロー ハン 
戦士 送 の 国 で 、 近 年 は ゴン ドー ル と 同盟 
を 結ん で いま す 。 
その 優れ た 馬 で 知ら れ て いま す 。 

@ ロリ エン 
ロス ロリ エン と も 呼ば れ ま す 。 こ の 森 は 、 ミ ド 
ル ・ ア ー ス で 最も 力 を 持つ エル フ 、 ガ ラド リ 
エル の 住ま いで す 。 
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J.R.R. ト ー ル キン は 1892 年 、」 角 アフ リカ で 年 : 
まれ まし た 。1896 年 に イギリス に 渡り 、 オ ックス 
の が NN に ひま し だ た の 5 d 
C aO RULE THD Vol vd pe s 
の 方 言 の 人 研究 を 専門 と し まし た 。 
彼 の エッ セイ 、「 ベ オォ ウル フー 人 愉 物 達 と 批評 」 
は 、 ベ オウ ルフ を 言語 的 な 対 論 に 使わ れる 
文献 と いう より 右上 楽 の ただ め の 文字 作品 と し か 
見 て いな か っ だ た 学者 達 の 批判 で す 。 こ の エッ 
も イ は 、 介 で 5 市 期 英語 の 批評 の 歴史 に お い 
C. zb fcu mvedoototZzonco 
ED, MAR v Oeequ ocio dy. CaP 
—JZU7x4vrtkkO8 [OMNES fo Th 
secs 

ファ ンタ ジー 文学 へ の トー ルキ ン の 愛 ee 3 
Bye PH ALM ALAS) A [UR ui HU 
Tf neon T ct ons 
1917 年 に 「 内 われ た MI 重き 始め 
まし た 。 こ の 本 は 人 後に 遺作 と な っ た 「 シ ル マ リ ル 
の Tj à Bd cd 
話し の 本 」 は 、 ト ー ル キン の 文学 へ の 愛好 だ 
け で な く 〈、 語 語学 べ の 愛好 か りら も 出来 上 上 がり 
ori トー ルキ ン の 想像 に な る エル フ 
語 に 基づい て 午 か が れ て いま す 。 ト ー ル キン は 
論理 的 な 基盤 の ある 店 語 で お 話し を 書か » 
けれ ば な かな ら な いと 才 を た の で よー ニー ルキ ン は 
彼 の 最初 の ファ ンタ ジー、「 ホ ビッ ト の 呈 険 」 
の 舞台 に ミド ル ・ ア ー ス を 使い まし だ た 。 こ の 了 チ 
代 向 け の ファ ンタ ジー は 、1937 年 に 出版 き 
れ 、 す ぐさ る ま 有 名 に な り 、 続 編 を 求め る 読者 た 
ち が 出 て きま し だ 。 

10 年 以上 も の 年 月 を 費やし て 、 ト ー ル キン は 
綻 編 を 作り 上 げ ま し だ 。 こ れ が 『「 指輪 物語 」 で 
す 。「 指 輪 物語 」 は 全 3 益 で 、1954 年 か ら 1956 
ee M d 、 非 常に 
好意 的 に 受け 入れ られ まし た が 、 ト ー ル キン 
の 大 学 が 阪 権 を 持っ て いた 1960 年 の 半ば z 


トー ルキ ン ( 


DE 


で は 、 ペ ー パ ー フ ミッ ク 版 で は 出版 され ませ ん 
© ies 
トー ルキ ン の 作品 は 流行 を 作り 、 後 続 の な び 
だ た だ し い 類 似 作 品 が 現れ まし た 。1970 年 代 
PARIS BID xe wv ED 
MM nA [Tb ev a Oats 
を 受け て いま す 。 フ ァ ン タ ジ ー・ ロ ー ル プレ 
イン グ ・ ゲ ー ム や 、 そ れ に 続く コンピ ュー ター・ 
ロー ルプ レイ ング ・ ゲ ー ム は 、 こ の ファ ンタ ジー 
の プ ブーム に 端 を 発し て いま す 。 
1959 年 に 職 を 辞し た 後 、 ト ー ル キン は 生 滅 の 
残り 0 を セ 「 シ ル マ リ ル の 物語 」 の 作成 に 費やし ま 
し だ 。 こ れ は 、1917 年 に 「 欠 われ た お 話し の 
本 」 で 始め た 、 ミ ドル ・ ア ー ス の 背後 に 存在 す 
る 後 雑 な 神話 世界 の 話 れ まとめ た だ た 物 で す 。 ト 
ー ル キン が 1973 年 に 亡 パ な っ て か ら は 、「 シ ル 
マリ ル の 物語 」 の 完成 と 出版 の 仕事 は 、 條 の 
息子 の クリ スト ファ ー の 手 に ゆだね られ まし 
た 。 人 彼 は シル マリ ル の 物語 」 を 1977 年 に 出 
版 し まし た 。 ト ー ル キン の 長編 小説 の 半分 も 、 
1978 に アニ メ 映 画 に がり ま し だ 。 
アニ メ 浸 画 と し て テレ ビ 放 I 喘 きれ ま し だ た し 、 マ ン 
PINE See Sl eas 
プレ イン グ ・ ゲ ー ム に も な り ま し た 。 
トー ルキ ン は 、 人 交 庶 な ロー マ ・ カ トリ ッ ク 教 の 信 
AT HBR ITY RY - NOE 
Fi ML THINS a TOET が 、 シ ル マ リ ル の 
物語 か ら 折 輪 物語 まで を 中 いて 感じ られ ます 
トー ルキ ン は イン クリ ング ス と いう 名 で し られ 
る 、 オ ックス フォ ー ド の 学 : 寮 長 た ちの 人 社交 グル 
ー プ の 一 員 で し た 。 彼 ら じ の 中 に 、 ト ー ル キン & 
親しい 友人 で あっ だ C.S. ル イー ス が いま す 。 
ルイ ー ス は 後に 20 世 紀 で 前 も 名 の 知ら れ だ た 
神学 者 に な り ま し だ 。 ま た 彼 は 、 大 評判 の 「 ナ ル 
ニア 国 物語 」 の 作者 と し て も 知ら れ て いま す 。 
ファ ンタ ジー へ の トー ルキ ン の 愛情 は 、 大 肌 
で 、 熱 烈 な も の で し た 。 彼 の エッ セイ 、「 妖 精 


物語 に つい て 」 は この ジャ ン ル を 力強く 弁護 し 
て いま す 。 い 〈 人 も の 文学 批評 家 た ち が ト ー ル 
キン の 長編 の 主張 する も の を 理解 で き な か っ 
k= h, Pre eet ye —, Viva HK 
WwFUAY.W HAF VREOR RA 
現れ まし だ た 。 も ちろ ん 何 百 万 人 と E い う フ ァ ン も 現 
NLR REY OHE Rt 指輪 物語 」 は 
常に 、 ベ スト ・ セ ラー の トッ プ ・ テ ン に 残っ て い 
ます 。 彼 の 業績 は 既に 時 の 試練 に 耐え 残っ た 
と 言わ れ て いま す 。 彼 は 間違い も な 〈、20 世 紀 
で 最 重 要 な 作家 の 一 人 で あり 、 最 も 偉大 な フ 
ァ ン タ ジ ー 作 家 で す 。 

(トー ルキ ン の 生涯 に つい て も っ と 知り た い 方 
は 、 下 記 を ご 覧 下さ きい 。 
「T.R.R. ト ー ル キン 一 或 る 伝記 」 菅原 砂州 
訳 、 評 論 社 刊 ) 
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本 ゲ が 一 ム を 開発 ・ 移 植 す る 上 で 、 以 下 の 図 書 を 参考 に 致し まし た 。 
「 指 輪 物語 」 あ る い は トー ルキ ン の 他 の 作品 、 ト ー ル キン 自身 に ご 関心 の ある 方 は 、 ぜ ひ お 読み 下さ い 。 
特に 、(2) ~ (4) を 読め ば 、 こ の 壮大 な 物語 の 背景 が より 5 り 一層 ご 理解 で き 、 ゲ ー ム を また 違っ た 楽し み 
H onec LED. 
(1) 指輪 物語 (瀬田 貞二 訳 、 評 論 社 文庫 ) 
旅 の 仲間 上 、 下 
—OUIS ETF 
LOVE 上 、 下 
(2) ミド ルアー ス ・ ハ ンド ブッ ク (佐藤 康 弘 著 、 ホ ビー ジャ パン ) 
(3 ホビ ッ ト の 和 填 re 岩波 書店 ) 
(4) シル マリ ル の 物語 上 下 ( 田 中 明子 訳 、 評 論 社 ) 
(5) Mimi og 


、「 指 輪 物語 」 は 、 テ ー ブ ル ・ ト ー ク ・ ゲ ー ム と し て も 長い 歴史 を 持っ て お り 、 そ の ルー ル ・ ブ ッ ク や 多 
pere 、 株 式 会 社 ホ ビー ジャ パン より 5 出版 され て お な り ま す 。 ご 興味 の ある 方 は 、 株 式 会 社 ホ ビ 
ー ジ ャ パン まで お 問い 合わ せ 下さ い 。 
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付録 質問 で 相手 に 聞く こと が 出来る 言葉 


ゲー ム 中 に 出会っ た 者 と 会 話 を し て 、 次 の よう な 言葉 を 質問 で きま 


だ だ し 、 実 際 ! 


合い 言葉 (アイ コト バ ) 


赤い オー ク の 木 

(アカ イオ ー ク ノ キ ) 
赤い ドン グリ 

UC mA PAZ 
赤 角 (アカ ツノ ) 
Wi (72) 
TIA 
PIT WNT 
穴 (アナ ) 
アモ ン ・ ス ー ル 
アル ウェ ン 
安全 (アン ゼン ) 
wo (イコ イ ) 
石 (イシ ) 
一 時 (イチ ジ ) 
犬 (イヌ ) 
レル a 
747 
ウィ ラ ・ ブ ルー ム 
中 (ソソ ) 
嘘つき (ウッ マッ ツキ) 
aK (7 X) 
5 (ウマ ) 
海 (ウミ ) 
did 

運命 (ツン メイ ) 
エア レン デイ ル 
エラ ダン 
エフ ノー ル 
エル フ 
エル フ の 石 
エル ベレ ス 


エル リン グ 


SEJV EET 
エル ロン ド 


エレ スト ル 


枝 垂 川 (エダ タレ カワ ) 


王国 (オウ コク ) 
IR (オオ カミ ) 
KH (ATA) 
isi ( オ サ ケ ) 
お 願い ( オ ネ ガ イ ) 
E (オノ ) 

お 針 子 (オハ リコ ) 
女 (オン ナ ) 
ネー ジグ 

ォ ー ク の 本 

ォ ー リ ン 
お じ さ ん 

過去 (カコ ) 
att (カエ ムラ ) 
sili ( カ ユ ヤ マ ) 
カラ ス ラス 

川 (カワ ) 

me (カン ムリ ) 

S (カガミ ) 

BE (カギ ) 

Be (カゲ ) 

か ご 
カザド ・ デ ュ ム 


風見 が 丘 ( カ ザ ミ ガオ カ ) 


See (カジ ヤ ) 
ガラ ドリ エル 
ガン ダル フ 

A ( キ ) 

危険 (キケン ) 
基地 (キチ ) 


に 質問 で きる すべ て の 言葉 で は あり ませ ん 。 何 が 聞け る か は 色々 圭 ね て みて 〈《 だ さい 。 


キノ コ TYY 
興味 (キョ ウミ ) ザウ ロン 
苦闘 (クト ツウ) 酒場 (サカ バ ) 
VE iH (サケ ) 
叶い マン ト ( ク ロイ マン ト ) HUE (サケ ダニ ) 
黒 の 乗り 手 $85 (サヤ ) 
(クロ ノノ リ テ ) サル ー マ ン 
黒 ハ ン の 木 山賊 (サン ゾク ) 
(クロ ハン ノ キ ) mE 


黒 魔法 (クロ マ ホ ツ ウ ) 
首輪 (クビ ワリ) 

ゲラ ブ 

グロ ユー イン 

経験 (ケイ ケン ) 
ケル マン ドー ル 
ケレ ブリ ム ボ ー ル 
ケー プ 

恋い (コイ ) 

鉱山 (コウ ザン ) 
JE (コウ マ ) 

AK ( コ オ リ ) 

take (コッ トウ ヤ ) 
事 (ab) 

小鳥 (コト リ ) 

粉 屋 (コナ ヤ ) 
古墳 山 ( コ フ ン ヤマ ) 
jx (274) 

子供 (コドモ ) 

ゴー ルド で ベリ 

ゴク リ 

ご 主人 ( ゴ シ ュ シ ) 
ゴル サド 

の つき 

ゴン ドリ ン 


司書 (シン ショ ) 

シス ルウ ッ ド 

th (シノビ) 
至福 (シフ ク ) 
使命 (シメ イ ) 
aep 

INA (シュ ウジ ン ) 
EN: Os) 
首領 (シュ リョ ツウ) 
勝利 (ショ ウリ ) 
シリ オジ 

HOF (シロ イ テ ) 
日 の 評議 会 
(シロ ノ ヒ ョ ツウ ギ カ イ ) 
シン ゴル 

仕事 (シゴ ト ) 
MGR (ジン ロウ ツ ) 
水運 (スイ レン ) 
救い (スク イ ) 
スナ ガ が 

JH (AWA ay) 
MEV (ey zs) 
宝 (タカ ラ ) 

助け (タス ケ ) 
戦い (タタ カイ ) 


lik (タビ ) ノブ ホビ ッ ト 村 柳 じ いる ん 


食べ 物 ( タ ベ モ ノ ) EROS Ls) ボリ (ナギ ジイ ザン ) 
ダー タク ター ド 灰色 港 (ハイ イロ ミナ ト ) ボン バディ イル 山の下 (ヤマ ノシ タ ) 
茶色 (チャ イロ ) Eu (ハイ キョ ) ボブ baste (U4) 

me (Farar) ハイ ン 魔 土 (マオ ツ ) Fy (ユミ) 

治療 (チリ ョ ウ ) BA (ハセ オ ) マハ ル 指輪 (ユビ ワ ) 

治療 師 (チリ ョ ウシ ) 果 野 橋 ( ハ テ ノ ハシ ) 魔法 ( マ ホ ツ ) 喜び (ヨロ コピ) 

塚 ( ツ カ ) 話 (ハナ シ ) 魔法 使い 247 

塚山 ( ツ カ ヤ マ ) 春の 石 (ハル ノイ シ ) ( マ ホ ウ ツ カ イ ) ライ ファ デブ ロ ガ ン 

角笛 (777 x) ッ ネ ーー ES 竜 リュウ ) 

Wk (テキ ) バルログ マン ト リュ ダウ アァ 

天気 (テン キ ) ギン ズ 魔女 (マジ ョ ) 緑 龍 館 (リョ クリ ュ ウ カン ) 
手紙 ( テ ガ ミ ) PSAP 見 限り 宿 ミ カギ リヤ ド ) ルー シェ ン 

テ ド ・ ブ ルー ム ッ イ プ 草 し パプ グ サ ) 港 ミナ ト ) レイ シア ン 

デュ ネ ダ イン aS ray レス リン グ 

ay ヒー ス 元 村 (モト ムラ ) レン バス 

FD 秘密 (ヒミツ ) 森 (モリ ) 年 屋 (ロウ ツヤ ) 

伝承 (デン ショ ツ ) ey モリ ア ロス ロリ エン 

盗賊 (トウ ゾク ) ビル ・ フ ァ ー ニ ー モル ドー ル ロ ソ 

図書 館 (トシ ョ カン ) ビル ボ モン スタ ー ロベリア 

トム ファ ー ニ ー 門 の カギ (モン ノ カ ギ ) ロリ エン iz 
島 (トリ) ファ リン 安らぎ (ヤス ラ ギ ) 私 (ウタ ジ ) MM 
ifi (ドウ クツ ) フィ ナル フィ ン BI (ヤナ ギ ) 悪い 狼 (ワル イオ オカ ミ ) 
ドル ・ グ ル デ ュ ア 復讐 (フク ショ ツ ) ワー 

奴隷 (ドレ イ ) 袋小路 屋敷 

泥棒 (ドロ ボツ ) (フク ロコ ウジ ヤシ キ ) 

ドワーフ 古森 (フル モリ ) 

と どん で ぐり ラル ディ 

ナン ・ グ ノレ ニア アン ディ ン 

HATNA ブッ シュ ドッ ク 

見 きん ( ニ イ サ ン ) ぶよ ょ 水 (FSSA) 

ニッ ク プ ブランデー バッ ク グ 

we デリ My ブル ー ム 

ニュ ー ス ブロ ガン 

ヌー メ ノ ル 無事 ( ブ ジ ) 

盗人 (ヌス ッ ト ) "me 

RY 報酬 (ホウ シュア) 

願い (ネガ イ ) Æ (m) 

AV 本 (ホン ) 





呪い (ノロ イ ) ホビ ッ ト 


ゲー ムスク が 壊れ た ら 


員 杜 で は 、 製 品 の 品質 管理 に は 万 全 を 期し て お り ま す が 、 万 一 、 製 品 の 立ち 上 げ 不 良 等 の 問題 が 
起き た 場合 は 無料 で 交換 きせ て いた だ きま す 。 不 良 の ディ スク を スタ ー ク ラフ ト 宛 お 送り (だ さい 。 到 着 
し だ い 新 し い ゲ ー ム ディ スク を ご 返送 いた し ます 。 

だ だ し 、 あ る 程度 ゲー ム を る され た 後に 製品 の 不良 以外 の 理由 で 動作 不能 と な り ま し た 場合 は 、 別 途 
修理 代 を ご 請求 きせ て いた だ (こと が あり ます 。 

また 、 操 作 中 に 誤っ て ゲー ム デ ィ ス ク を 壊し て し まっ た 場合 は 、1,.500 円 を 添え て 敵 社 まで お 送り くだ る 
い 。 ゲ ー ム ディ スク を 書き か えて ご 返送 いた し ます 。 

な お 、 上 記 の 何れ の 場合 も 、 交 換 、 修 理 、 書 きか ぇ は 「 指 輪 物語 、 ユ ー ザ ー 登 録 ハ ガキ 」 に て ユー ザー 
登録 され て いる 方 の み と き せ て いた だ だ きま す 。 





ゲー ム の ご 質問 に つい て 


守 で は 製品 開発 の 障害 に な りか ね な いと いう 理由 か ら 、 電 話 に よる ご 質問 は 一 切 お 受け いた だ し ませ ん 。 
も し わか ら な いと ころ が ご ざい まし だ た だ ら 、62 円 切手 同封 の うえ 封書 で 、 ご 質問 内 容 と 機種 、 郵 便 番 号 、 住 
所 、 氏 名 、 年 齢 、 オ ー ナ ー ズ カー ド の 番号 を 明記 の う ぇ 、 右 の ヒン ト 券 を ] 枚 添付 し て 弊社 宛 お 送り 0〈 だ 
きい 。 ま だ ご 質問 内 容 だ どけ で な く 〈、 現 在 の パー ティ の 状況 も で きる だ け 詳 し 〈 書 いて お いて 〈 だ さい 。 
な お 、 ご 質問 に つい て で す が 、 以 下 の 条 件 に ひと つ で も 当て は ま ら な い 場 合 は お 答え で きま せん の で 
悪し か ら ず ご 了承 くだ さい 。 

@ パッ ケー ジ 同 封 の 「 指 輪 物語 、 ユ ー ザ ー 登 録 ハ ガキ 」 で ユー ザー 登録 きれ て いる 方 。 

久生 の ヒン ト 券 を 同封 る れ て いる 方 。 

久木 製品 (お 手持 ちの 機種 用 ) が 発売 きれ て か ら ] ヶ 月 以上 経過 し て いる 場合 。 
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